
戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

は
じ
め
に

て
国
家
に
よ
る
鉄
鋼
独
占
資
本
再
編
強
化
政
策

二
、
戦
後
日
本
鉄
鋼
生
産
力
の
発
達

三
、
鉄
鋼
独
占
資
本
に
よ
る
低
賃
銀
労
働
力
使
用
形
態

-
|
臨
時
工
、
社
外
エ
ー
ー

四
、
資
本
集
中
形
態
と
し
て
の
「
系
列
」

お
わ
り
に

は
じ
め
に

鉄
鋼
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
と
な
ら
ん
で
基
幹
産
業
で
あ
る
。
資
本
に

と
っ
て
、
生
産
手
段
生
産
部
門
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
変
革
の

主
体
た
る
労
働
者
に
と
っ
て
も
基
幹
で
あ
る
が
故
に
重
要
で
あ
る
。

日
本
の
鉄
鋼
業
は
戦
後
「
日
米
経
済
協
力
」
と
国
家
独
占
資
本
主
義
下

重
工
業
政
策
に
よ
っ
て
高
度
の
発
展
を
と
げ
、
い
ま
、
世
界
第
三
位
の
粗

鋼
生
産
量
と
、
不
況
下
六
二
年
に
と
ら
れ
た
大
手
中
心
の
輸
出
義
務
制
以

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

中

清

人

内

降
、
輸
出
量
も
増
加
し
、
そ
れ
以
前
の
「
限
界
供
給
者
」
と
し
て
の
地
位

を
脱
却
、
「
輪
出
産
業
」
と
し
て
の
地
位
を
固
め
、

E
C
S
C
域
内
流
通

量
を
除
け
ば
、
世
界
第
一
位
の
輸
出
量
を
ほ
こ
っ
て
い
る
。
戦
後
一
九
五

二
年
か
、
り
五
七
年
の
五
年
間
平
均
の
日
本
経
済
成
長
率
(
実
質
〉
は
八
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
八
年
か
ら
六
七
年
の
一

0
年
間
平
均
は
一

0
・
九
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
驚
異
」
の
復
興
を
と
げ
た
西
ド
イ
ツ
の

七
二
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
(
一
九
五

O
l六
O
年
)
、
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
(
六

O
年
|
六
九
年
)
に
比
し
て
も
大
幅
に
高
い
。
こ
の
「
高
度
経
済
成
長
」

期
は
、
同
時
に
日
本
産
業
構
造
の
重
化
学
工
業
化
の
過
程
で
あ
っ
た
。

第
二
次
大
戦
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、
日
本
は
占
領
軍
の
、
事
実
上
は
ア
メ

リ
カ
帝
国
主
義
の
単
独
占
領
下
に
お
か
れ
た
。

初
期
の
対
日
占
領
方
針
は
、
日
本
経
済
の
復
興
を
目
的
と
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
資
本
主
義
国
と
し
て
の
日
本
の
復
興
は
、
日
本
経

済
の
重
工
業
化
を
不
可
避
な
も
の
と
し
た
。

戦
前
日
本
資
本
主
義
は
、
第
二
部
門
と
く
に
世
界
的
水
準
に
あ
っ
た
紡

一一一
一



戦
後
ヨ
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

漬
業
に
依
拠
し
、
繊
維
・
紡
績
製
品
の
輸
出
に
よ
っ
て
、
第
一
部
門
の
製

品
、
と
く
に
鉄
鋼
、
機
械
を
輸
入
す
る
と
い
う
構
造
で
あ
っ
た
が
、
戦

後
、
イ
ン
ド
、
中
菌
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
綿
業
の
発
達
と
、
絹
に
代
る

合
成
繊
維
の
開
発
に
よ
り
こ
の
途
は
函
難
と
な
り
、
逆
に
、
東
南
ア
ジ
ア

諸
函
の
工
業
化
に
伴
い
、
重
工
業
、
機
械
金
属
製
品
の
輸
出
増
大
は
予
想

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
経
済
構
造
は
、
戦
時
中
に
軍
事
的
要
請
に
よ
っ

て
、
重
工
業
化
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
が
、
世
界
戦

略
体
制
の
一
環
と
し
て
日
本
の
重
工
業
化
を
必
要
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
要

因
の
故
に
、
体
制
維
持
の
た
め
に
は
、
日
本
経
済

ω
重
工
業
化
は
「
至
上

命
令
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
電
力
、
鉄
鋼
、
石
炭
な
ど
基
幹
産
業
の

独
占
資
本
の
再
編
強
化
が
不
司
欠
で
あ
っ
た
。
基
幹
産
業
育
成
の
た
め
に

は
、
国
家
に
よ
る
資
本
集
中
政
策
が
実
施
さ
れ
た
。
か
く
し
て
基
幹
産
業

で
あ
る
重
化
学
工
業
は
高
度
成
長
を
と
げ
、
日
本
産
業
構
造
を
豆
工
業
化

(
仙

m
-
)

二
一
日

し
た
。製
造
品
部
門
別
出
荷
額
は
、
五
五
年
重
化
学
工
業
四
五
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
、
軽
工
業
五
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
六

O
年
に
は
、
重
化

学
工
業
五
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
軽
工
業
四
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

り
、
生
産
性
上
昇
率
に
お
い
て
も
、
紡
績
業
よ
り
重
化
学
エ
業
の
方
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
輸
出
順
位
に
お
い
て
も
、
五
五
年
、
綿
織
物
H

二

億
五
、
二

O
O万
ド
ル
、
鉄
鋼
H

一
億
六
、
七

O
O万
ド
ル
か
ら
、
六

O

年
に
は
鉄
鋼
H
一
二
億
八
、
八

O
O万
ド
ル
(
総
輸
出
額
の
一
七
パ
ー
セ
ン

ト
)
、
綿
織
物
H

一
二
億
五
、
二

O
O万
ド
ル
と
そ
の
地
位
を
入
れ
換
え
て

い
る
。こ
の
鉄
鋼
業
を
基
礎
と
す
る
重
化
学
工
業
化
過
程
は
、
鉄
鋼
独
占
資
本

の
強
化
過
程
で
も
あ
っ
た
。

本
橋
は
戦
後
に
お
け
る
、
鉄
鋼
独
占
資
本
の
資
本
蓄
漬
、
集
中
過
程
を

開
練
出
ι
除
回
附
陣
様
博
m町

c
m司
糊
浪
曲
四
課
冨
猷
階
宵

言車

]
戸
田
凹
印

回
目
以
目
。

H
U
E印



追
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

国
家
に
よ
る
鉄
鋼
独
占
資
本
再
編
強
化
政
策

戦
後
、
鉄
鋼
業
に
た
い
す
る
国
家
政
策
は
、
①
終
戦
か
ら
一
九
五

O
年

ま
で
の
「
傾
斜
生
産
方
式
」
に
代
表
さ
れ
る
復
金
融
資
、
開
発
銀
行
融

資
、
見
返
資
金
特
別
会
計
か
ら
の
融
資
、
価
格
差
補
給
金
支
給
に
み
ら
れ

る
国
家
よ
り
鉄
鋼
業
へ
の
資
本
と
資
材
の
超
重
点
供
給
政
策
(
表
2
参

照
)
①
一
九
五
一
年
の
第
一
次
合
理
化
計
画
と
と
も
に
制
定
さ
れ
た
、
特

別
償
却
制
度
に
代
表
さ
れ
る
、
設
備
投
資
促
進
政
策
、
①
第
二
次
合
理
化

計
画
以
降
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
剰
生
産
対
策
と
し
て
の
通
産
省

「
行
政
」
指
導
に
よ
る
減
産
対
策
、
カ
ル
テ
ル
価
格
の
公
認
で
あ
る
公
開

ハ
1
)

販
売
制
度
、
①
設
備
調
整
政
策
(
第
一
次
合
理
化
期
日
通
産
省
調
整
、
第

二
次
期
U
輸
入
機
械
、
外
貨
割
当
、
国
内
資
金
調
整
を
?
っ
じ
て
の
通
産

省
に
よ
る
調
整
。
第
三
次
期
日
「
自
主
調
整
」
〉
各
種
の
企
業
合
併
推
進

政
策
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
戦
後
、
各
段
階
に
お
い
て
、
事

〈

2
)

態
即
応
的
に
実
施
さ
れ
た
。

(
1
〉
価
格
維
持
を
主
目
的
と
す
る
鉄
鋼
生
産
量
調
整
に
は
、
設
備
調
整
と
、
生

産
調
整
が
あ
る
。
し
か
し
生
産
調
整
は
、
独
禁
法
抵
触
と
「
住
友
金
属
問
題
」

な
ど
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
限
界
が
あ
り
、
設
備
調
整
を
目
的
に
、
鉄
鋼
業
基
本

問
題
小
委
員
会
が
発
足
し
た
。

(
2
)

日
本
鉄
鋼
業
は
、
戦
前
か
ら
国
家
の
強
力
な
保
護
育
成
政
策
下
に
あ
っ
た

す
な
わ
ち
、
明
治
維
新
に
お
い
て
日
本
資
本
主
義
は
労
働
者
対
策
と
対
外
政
策

の
必
要
か
ら
軍
事
設
備
の
充
実
を
「
至
上
命
令
」
(
山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

主
義
分
析
』
一
九
三
四
年
、
岩
波
書
底
、
五
ペ
ー
ジ
)
と
し
た
。
「
明
治
維
新

変
革
の
最
重
要
問
題
は
、
常
備
軍
及
び
警
察
の
結
集
」
(
同
六
七
ペ
ー
ジ
〉
で

あ
り
「
強
力
の
礎
石
た
る
物
的
設
備
」
と
し
て
、
「
軍
事
機
構
リ
キ
イ
産
業
」

(
同
六
九
ペ
ー
ジ
)
の
確
立
が
急
務
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

飯
持
通
天
氏
は
、
「
戦
前
日
本
鉄
鋼
業
は
植
民
地
の
資
源
と
封
建
的
な
低
賃

銀
労
働
力
と
の
土
壌
の
う
え
に
、
軍
部
、
官
僚
と
い
う
造
花
師
の
手
で
築
れ
た

温
室
の
中
の
妖
艶
『
菊
の
花
』
で
あ
っ
た
」
(
『
日
本
鉄
鋼
業
の
発
展
』
}
九
六

四
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
六
二
四
ペ
ー
ジ
)
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

第
二
次
大
戦
の
敗
戦
に
よ
り
、
日
本
帝
国
主
義
の
「
強
力
」
は
破
壊
さ

れ
た
。
こ
の
破
壊
過
程
の
推
進
力
で
あ
っ
た
中
国
を
は
じ
め
植
民
地
の
、

「
民
族
的
気
運
の
臨
醸
」

(
U
「
日
本
鉄
鋼
業
の
最
終
的
制
約
」
)
(
三
は
、

日
本
鉄
鋼
業
の
原
料
基
盤
の
直
接
喪
失
過
程
で
あ
り
、
鉄
鋼
原
料
、
と
く

に
石
炭
の
不
足
下
で
、
粗
鋼
生
産
量
は
戦
前
最
高
H

一
九
三
四
年
目
七
六

五
万
ト
ン
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
強

(
U
五
六
万
ト
ン
)
に
低
下
し
た
。
当
時

鉄
鋼
業
は
設
備
と
最
少
限
度
の
人
員
を
温
存
す
る
の
が
関
の
山
だ
っ
た
と

い
わ
れ
る
(
4
Y

だ
が
、
数
年
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
世
界
支
配
体
制
の
一
環

と
し
て
、
「
再
版
原
蓄
」

u
「
再
生
的
蓄
積
」
政
策
を
と
り
、
日
本
鉄
鋼

独
占
資
本
は
、
再
生
強
化
へ
の
途
を
歩
み
は
じ
め
た
。

〈

3
)
山
田
盛
大
郎
、
前
掲
一
一
八
ペ
ー
ジ

(

4

)

日
本
鉄
鋼
連
盟
司
戦
後
鉄
鋼
史
』
一
九
五
九
年
、
一
ペ
ー
ジ

戦
後
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
よ
る
日
本
鉄
鋼
業
育
成
は
、
賠
償
案
の

緩
和
に
は
じ
ま
る
。
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
に
先
立
つ
二
ヶ
月
前
、
四
八
年
二
月

二
一
五



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

の
「
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
」
で
は
、
「
日
本
を
工
業
的
に
強
力
に
す
る
方
が
、

東
亜
の
平
和
と
繁
栄
に
と
っ
て
危
険
は
少
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
賠
償
と

し
て
い
か
な
る
溶
鋼
能
力
も
、
い
か
な
る
鋼
鉄
圧
延
施
設
も
撤
去
す
べ
き

(
5
)
 

で
は
な
い
と
勧
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
エ
ロ
ア
基
金
」
(
開

2
5
B
K

M
N
O
E目

σ
E
S昨日
g
z
o
n
g
H
U山
a
k
F
3
8
)
に
よ
っ
て
、
四
八
年
一
月
よ

り
鉄
鉱
石
、
原
料
炭
、
三
月
よ
り
重
油
が
輸
入
さ
れ
た
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
の
転
換
過
程
で
石
炭
、
鉄
鋼
の
超
重

(
6
)
 

点
政
策
で
あ
る
「
傾
斜
生
産
方
式
」
が
実
施
さ
れ
た
。
拡
大
再
生
産
の
た

め
に
不
可
欠
で
あ
る
生
産
手
段
生
産
部
門
復
興
の
た
め
の
、
石
炭
、
鉄
鋼
、

電
力
、
肥
料
の
重
点
的
生
産
復
興
政
策
で
あ
る
。

(

5

)

『
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
』
(
『
世
界
週
報
』
別
冊
、
一
九
四
八
年
四
月
、
三
七

ペ
ー
ジ
)

(
6
)
産
業
資
金
は
日
銀
信
用
の
膨
脹
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は

「
復
金
債
日
銀
引
受
け
↓
通
貨
増
発
↓
復
金
融
資
↓
産
業
の
設
備
投
資
」
と
、

「
日
銀
の
貸
出
増
加
リ
オ
ー
バ
ー
-
ロ
ー
ン
の
激
化
、
短
期
債
、
長
期
国
債
の

日
銀
所
有
の
増
加
」
の
二
径
路
が
あ
っ
た
(
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
『
日

本
資
本
主
義
構
造
の
研
究
』
未
来
社
一
三
九
ペ
ー
ジ
〉
。
傾
斜
生
産
方
式
は
復

金
融
資
を
資
本
源
に
、
新
物
価
体
系
(
補
給
金
)
で
利
潤
を
保
障
し
、
四
七
年

度
に
は
全
配
炭
量
の
入
・
二
弱
、
四
六
年
度
の
復
金
融
資
総
額
の
四
・
九
労

(
日
二
億
九
、
一

O
O万
円
)
が
、
鉄
鋼
部
門
に
ま
わ
さ
れ
た
。
産
業
部
門
別

融
資
額
に
お
け
る
鉄
鋼
部
門
の
地
位
は
四
六
年
度
第
五
位
、
四
七
年
度
第
四
位

で
あ
っ
た
が
、
鉄
鋼
部
門
内
で
の
比
重
は
大
き
か
っ
た
。
四
九
年
二
月
末
鉄
鋼

業
の
全
金
融
機
関
借
入
残
高
に
占
め
る
復
金
融
資
額
は
、
設
備
資
金
の
七
三
・

凶
弱
、
運
転
資
金
の
八
・
四
Mm
で
あ
る
。
〈
石
川
邦
男
『
独
占
鉄
鋼
業
に
お

二
一
六

け
る

l
』
一
九
五
五
年
、
中
央
経
済
社
、
二
三
九
ペ
ー
ジ
)
鉄
鋼
業
が
、
破
綻

を
ま
ぬ
か
れ
た
の
は
復
金
赤
字
融
資
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は

補
給
金
以
上
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
(
日
本
鉄
鋼
連
盟
『
戦
後
鉄
鋼
史
』
二
四

ペ
ー
ジ
)

鉄
鋼
業
へ
の
価
格
差
補
給
金
は
、
四
七

l
五
O
年
に
九
人
八
億
円
(
全
産
業

補
給
金
の
三

O
M
、
安
定
帯
物
資
補
給
金
の
四
三
労
)
が
支
払
わ
れ
た
。
ま

た
、
鉄
鉱
石
、
銑
鉄
補
給
金
と
し
て
、
四
九
五

O
年
に
一
一

O
億
円
が
支
払

わ
れ
た
。
輸
入
補
給
金
に
よ
り
、
鉄
鉱
石
は
輸
入
価
格
の
約
三
九
Mm
、
石
炭
は

五
人
形
、
銑
鉄
は
一
七
銘
で
払
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
補
給
金
の
源
泉
が
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
余
剰
農
産
物
の
売
上
代
金
に
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
日
本

独
占
資
本
の
利
益
の
上
に
遂
行
さ
れ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
園
内
労
働
者
、
農

民
、
中
小
企
業
者
の
犠
牲
の
う
え
に
遂
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
そ
の
一
分

析
と
し
て
拙
稿
「
戦
後
日
本
の
製
粉
ヱ
業
|
従
属
的
国
家
独
占
資
本
に
よ
る
再

編
過
程
(
上
)
」
『
立
教
済
経
学
研
究
』
第
二
三
巻
第
三
号
。
「
輸
入
小
麦
従

属
体
制
下
の
米
『
過
剰
』
要
因

l
」
、
近
藤
康
男
編
『
農
産
物
過
剰
』
日
本

農
業
年
報
第
一
九
集
、
一
九
七

O
年
九
月
、
お
茶
の
水
書
房
)
。
補
給
金
は
、

当
然
大
メ
ー
カ
ー
中
心
に
支
払
わ
れ
た
。
銑
鉄
補
給
金
の
八
五
%
、
鋼
材
補
給

金
の
七
四
銘
が
、
五
大
メ
ー
カ
ー
に
支
払
わ
れ
た
(
井
上
晴
丸
、
宇
佐
美
誠
次

郎
『
危
機
に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
の
構
造
』
二
ニ

0
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
一
年

岩
波
書
底
)
。
鉄
鋼
連
盟
の
『
戦
後
鉄
鋼
史
』
は
補
給
金
は
、
イ
ン
フ
レ
の
中

で
鉄
鋼
価
格
を
低
く
し
、
し
か
も
鉄
鍋
増
産
を
強
行
せ
ん
と
す
る
苦
心
の
産
物

(
鉄
鋼
連
盟
、
前
掲
、
=
一
六
ペ
ー
ジ
)
で
あ
り
、
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
、
鉄
鋼

需
要
産
業
は
国
際
水
準
よ
り
は
る
か
に
安
い
鉄
を
使
用
し
、
日
本
産
業
の
復
興

に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
〈
同
、
四
一
ペ
ー
ジ
)
が
、
四
八
年
七
月
の
補
正
体

系
(
こ
れ
に
よ
っ
て
鉄
鋼
補
給
金
は
三
、
七

O
O
円
か
ら
一
て
四
八

O
円
に
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市
中
銀
行
に
対
し
四
大
産
業
(
電
力
、
石
炭
、
船
舶
、
鉄
鎖
〉
へ
の
重
要

融
資
要
請
ハ
同
年
一

O
月〉。

ω租
税
特
別
世
措
置
法
に
よ
る
価
格
変
動
準

備
金
制
度
〈
同
年
一
二
月
可
制
別
口
外
貨
為
替
貸
付
制
の
発
足
〈
一
九

五
二
年
二
月
〉
。
川
法
人
税
法
施
行
規
則
改
正
に
よ
る
貸
倒
れ
準
備
金
制

度
の
拡
充
(
同
年
二
月
〉
川
企
業
合
理
化
促
進
法
に
よ
る
初
年
度
二
分
の

ハ
7
)

一
一
特
別
償
却
な
ど
の
設
備
投
資
刺
激
政
策
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

(
6
)

酒
井
安
隆
氏
は
、
こ
の
第
一
次
合
理
化
期
に
日
本
鉄
鋼
業
の
対
米
従
属
か

ら
の
「
自
立
」
が
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
鉄
鋼
業
、
と
く

に
独
占
企
業
の
再
建
は
一
九
五
三
ー
l
五
四
年
の
第
一
次
金
融
引
き
締
め
期
を
つ

う
じ
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
鉄
鋼
業
の
「
対
米
従
属
」
を
論
ず
る
に
あ

た
っ
て
も
、
こ
の
期
以
前
と
以
後
を
区
別
す
る
必
嬰
が
あ
る
。
原
材
料
、
と
く

に
鉄
鉱
石
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
に
伴
う
不
利
を
回
避
す
る
た
め
、
五
四
年

頃
よ
り
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
輸
入
割
合
の
増
加
が
顕
著
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

「
従
属
」
か
ら
「
自
立
」
へ
の
方
向
を
目
指
す
鉄
鋼
資
本
の
動
向
を
示
す
も
の

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
資
本
、
技
術
の
菌
で
も
、
経
営
支
配
的
資
本
参
加

は
な
く
、
借
款
に
よ
っ
て
「
新
設
備
」
を
導
入
し
た
こ
と
は
、
日
本
鉄
鋼
業
の

国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
技
術
導
入
も
お
な
じ
結
果
を
も
た
ら

す
と
さ
れ
る
(
酒
井
安
隆
「
鉄
鋼
業
に
お
け
る
従
属
と
白
立
」
『
経
済
評
論
』

一
九
五
八
年
二
月
号
)
(
な
お
、
市
川
弘
勝
氏
(
「
日
本
鉄
鋼
業
の
危
機
と
そ
の

特
質
」
『
経
済
』
一
九
六
五
年
九
月
号
)
は
、
金
融
、
技
術
、
原
料
の
面
で
の

対
米
従
属
を
主
張
し
て
お
ら
れ
る
)
。

戦
後
日
米
経
済
関
係
の
変
化
と
鉄
鋼
業
の
関
係
の
研
究
は
別
の
機
会
に
穣
ら

ざ
る
を
え
な
い
が
、
差
し
当
り
、
次
の
点
を
の
み
指
摘
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、

鉄
鉱
石
に
関
し
て
い
え
ば
、
自
ら
資
源
開
発
力
を
持
た
な
い
日
本
独
占
資
本
は

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

ア
メ
リ
カ
帝
医
主
義
に
従
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
海
外
資
源
防
発
を
お
こ

な
い
え
た
の
で
あ
る
。
資
本
国
で
も
、
外
資
導
入
が
本
格
化
し
た
の
は
、
第
二

次
合
理
化
計
画
期
で
あ
っ
た
。

M
S
A
体
制
下
、
国
際
収
支
悪
化
、
金
融
引
締

め
政
策
の
下
で
、
日
本
鉄
鋼
独
占
資
本
は
外
資
導
人
に
よ
っ
て
、
設
備
投
資
、

新
鋭
設
備
の
導
入
を
推
進
し
え
た
の
で
あ
る
。
外
資
導
入
が
無
か
っ
た
ら
、
日

本
鉄
鋼
業
の
強
化
は
遅
れ
、
日
本
経
済
の
重
化
学
工
業
化
も
大
幅
に
遅
れ
た
で

あ
ろ
う
。
日
本
独
占
資
本
は
対
米
従
属
体
制
下
で
そ
の
矛
盾
の
弥
縫
を
は
か
っ

た
の
で
あ
る
。
市
川
弘
勝
氏
、
栗
本
安
延
氏
(
「
戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
労
働
力

再
編
」
『
専
修
大
学
論
集
』
ハ
第
二
巻
、
一
九
六
九
年
、
九
八
ペ
ー
ジ
)
の
主
張

ど
う
り
、
ま
さ
に
、
日
本
鉄
鋼
独
占
資
木
は
、
そ
の
復
興
の
頭
初
か
ち
、
ア
メ

リ
カ
依
存
の
途
を
歩
み
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

(
7
〉
大
橋
周
治
氏
は
、
こ
の
マ

l
カ
ッ
ト
戸
明
が
「
戦
後
日
本
経
済
、
ま
た
鉄

鋼
業
の
高
成
長
へ
の
端
緒
」
と
な
っ
た
と
し
て
、
重
視
し
て
お
ら
れ
る
(
大
橋

周
治
『
鉄
鋼
業
』
ニ

0
0
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
六
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
〉

さ
ら
に
、
日
本
の
重
工
業
化
|
日
本
扶
鋼
業
の
本
格
的
確
立
の
た
め
に

は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
鉄
屑
依
存
体
制
か
ら
脱
却
し
、
原
料
か
ら
製
品

ま
で
の
一
貫
体
制
の
確
立
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
鉄
鉱
石
の
長

期
安
定
確
保
、
鉱
石
運
般
専
用
船
、
港
湾
施
設
の
充
実
が
不
可
避
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
た
「
経
済
自
立
五
ヶ
年
計
画
」
(
一
九
五
五
年
)
、
一
五
八

O
億
円
を
投
資
す
れ
ば
一
五

O
万
ト
ン
の
鉄
鋼
輸
出
が
可
能
で
あ
る
と
す

る
日
本
産
業
構
造
研
究
会
の
試
案
(
日
本
鉄
鋼
業
の
構
造
的
研
究
五
五

年
六
月
)
、
通
産
省
「
今
後
に
お
け
る
鉄
鋼
設
備
の
方
向
に
つ
い
て
」
な

ど
の
基
本
線
に
そ
っ
て
、
「
第
二
次
合
開
化
計
画
一
が
一
九
五
六
1
1
六
つ

九



合理化資金調達実積通観

(単位

(表 4)

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

億円)

自己資金

金

政府!興判 1dla~I
〔ifLi訓 ιιiz|(!??J:;ii;-

計

入借

調達計合理化

|第一次 438 
(23.3) 

1，885 

2，329 
(30.6) 
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資料.第一次は『戦後鉄鋼史』資料を『関銀十年史』にて訂正，第二次は『開銀十年史』第

三次は銀連資料による

( )は調達計を 100とする， 42年度は計画。 CJI[崎主主『戦後鉄鋼業論』より〉

3，683 
(33.4) 

6，450 
(31.4) 

3，394 
(44.7) 

730 
(9.6) 

1，439 
08.9) 

1，130 
(14.9) 

95 
(1. 3) 

741 
(9.7) 

1，138 
(15.0) 7，602 第二次

第三次

二
二

O

億円)

合理化 | 普通鋼 | 特殊鋼 | 特殊銑 ! 仇 | 計

l(9，252.8 8〉
18 1，282 

(2.8) (1.4) (100.0) 

第二次
5，479 490 48 210 6，227 
(88.0) (7.9) (0.8) (3.4) (100.0) 

第三次
8，642 968 49 497 10，146 
(85.2) (0.5) (4.9) (100.0) 

15，349 1，494 115 707 17，655 
(86.9) (0.7) (4.0) (100.0) 

資料・第一次『戦後鉄鋼史』

第二次『開銀10年史』

第三次『鉄鋼年鑑』

()II崎勉，前掲妻より〕

年
に
実
施
さ
れ
た
。
自
力
で
海
外
資
源
開
発
力
の
な
い
日
本
独
占
資
本
は

「
日
米
経
済
協
力
」
の
線
で
、
イ
ン
ド
の
鉄
鉱
山
開
発
〈
ア
メ
リ
カ
大
統

領
基
余
H
二
、
五

O
O万
ド
ル
、
イ
ン
ド

u
一
、
七

O
O万
ド
ル
、
日
本

リ
八

O
C万
ド
ル
支
出
〉
な
ど
を
実
施
し
、
こ
の
原
料
を
背
景
に
、
第
二

次
合
理
化
で
大
型
高
炉
新
設
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
(
主
力
は
第
一
次
合
理

(注〉

各合理化部門別投資実積

(単位

(表 5)



化
計
画
期
と
お
な
じ
く
、
普
通
鋼
圧
延
部
門
に
お
か
れ
た
が
〉
。
し
か
も
、

海
外
資
源
開
発
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
圏
内
設
備
投
資
に
お
い
て
も
、

政
府
資
金
に
代
っ
て
、
府
界
銀
行
、
ワ
シ
ン
ト
ン
輸
出
入
銀
行
、
民
間
外

資
の
導
入
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
投
資
総
額
U
六
、
二
二
七
億
円
の
一

一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
借
入
金
粉
額
日
三
、
一
二
九
四
億
円
の
一
一
一
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
外
資
が
占
め
た
。
ま
た
、
政
府
助
成
下
で
鉱
石
専
用
船
が

造
船
さ
れ
、
港
湾
も
国
庫
負
担
四
分
の
一
、
都
道
府
県
市
町
村
の
港
湾
管

理
有
負
担
四
分
の
一
で
「
港
湾
整
備
五
ヶ
年
計
凶
」
(
一
九
五
八

i
六
四

年
)
、
五
年
か
ら
は
「
新
五
ヶ
年
計
画
一
で
鉄
鋼
港
湾
の
整
備
が
は
か
ら

れ
た
。
社
会
資
本
充
実
の
名
の
も
と
で
の
鉄
鋸
資
本
育
成
策
で
あ
っ
た
。

高
度
成
長
の
起
点
と
さ
れ
る
五
五
年
か
、
三
ハ
一
年
ま
で
の
「
神
武
」
景

気
、
「
山
石
戸
」
景
気
の
両
景
気
上
昇
期
は
、
イ
ン
フ
レ
政
策
を
背
景
と
す

る
重
化
学
工
業
の
設
備
投
資
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
経
済

発
注
の
随
路
と
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
の
基
礎
で
あ
る
電
力
は
一
貫
し

て
高
度
の
設
備
投
資
に
支
え
ら
れ
、
発
電
能
力
は
五
五
年
の
一
、
一
五

O

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
、
六
一
年
の
一
、
九
二

O
万
キ
ロ
ワ
y

ト
六
九
年
に

は
三
、

O
四
O
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
増
加
し
た
弓
電
気
事
実
使
覧
』
)
。
粗

鋼
生
産
量
も
九
四

O
万
ト
ン
か
、
h

三
一
、
八
三

O
万
ト
ン
へ
と
一
一
一
倍
に
増
加

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
重
化
学
工
業
国
と
し
て
の
再
生
旅
本
縫
が
強
化
さ

れ
た
。
こ
の
第
二
次
合
理
化
計
画
期
の
初
年
度
五
六
年
に
は
鉄
鋼
業
の
設

備
投
資
額
の
対
前
年
増
加
率
は
一
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
七
年
に
は
九
O

パ
ー
セ
ン
ト
、
五
八
年
不
況
期
に
は
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
下
し
た
が
、
五

九
年
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
六

O
年
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
(
表
9
)
。

電

石 I
鉄 事

石油精製

電子工業

電気機械

自動車

硫安

石油化学

合成繊維

紙パルプ

セメント
通産所管産業合計
(その他とも〕
会産業
〈国民所得統計〉
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戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

一
一一
一

4 

1. 通産所管巌業分は，通産省企業局調査による。鉄鋼は普通鍋にかぎらず全鉄鋼

業のものである。 2. 通産省調査は支払いベース，国民所得統計は工事ベースに

よるものである。

3.9 

(注〉



主要国の国民所得に占める鉄鋼設備投資の割合

(単位

(表 7)

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

%) 

国名|叫ん蜘 I1悶 I19ぉ|叶四卜蜘同|

日本 0.651 0.601 0.331 0.301 0.71 1 1.241 1.241 1.571 1.85 

アメリカ 0.44 0.32 0.20 0.22 0.37 0.47 0.31 0.24 0.37 

イギリス 0.35 0.36 0.36 0.38 0.4S 0.68 0.70 0.58 0.82 

西ドイツ 0.75 0.83 0.81 0.77 0.81 0.82 0.60 0.45 0.53 

フランス 0.63 0.37 0.35 0.42 0.54 0.53 

資料・国際連合『世界統計年鑑』経済企画庁『国民所得白書』

(注〉 日本のみ会計年度，その他は暦年，国民所得は企画庁資料より

一一一
一

業
態
別
設
備
投
資
額
の
差
も
大
き
く
、
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
、
高

炉
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
(
表
8
Y

ま
た
、
資
本
主
義
諸
国
で
は
、
一
九
五
二
年
以
降
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い

で
第
二
位
の
設
備
投
資
額
を
ほ
こ
っ
て
い
る
(
表

m
y

六
O
年
安
保
闘
争
の
後
、
池
田
内
閣
に
よ
っ
て
だ
さ
れ
た
「
所
得
倍
増

計
画
」
に
も
と
ず
さ
、
七

O
年
粗
鋼
生
産
量
四
、
八

O
O万
ト
ン
を
目
的

と
す
る
第
三
次
合
理
化
計
画
が
、
鉄
鋼
工
場
の
新
立
地
建
設
、
鉄
鋼
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
建
設
な
ど
を
目
的
に
六
一
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
資
本
は
、
株

式

(
H
一
一
六
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
)
自
己
資
本

(
H
二
三
一
、
八
パ
ー
セ
ン

ト
)
と
な
り
、
借
入
金
は
三
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
た
。
こ
の
借
入
金

減
少
は
特
別
償
却
制
度
、
固
定
資
産
耐
周
年
数
の
改
訂
な
ど
に
よ
る
自
己

資
本
拡
大
政
策
に
お
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

以
上
の
ご
と
く
、
戦
後
、
日
本
の
鉄
鋼
独
占
資
本
は
、
「
日
米
経
済
協

力
」
の
な
か
で
、
海
外
資
源
開
発
、
資
本
導
入
、
技
術
、
設
備
導
入
に
よ

っ
て
、
国
家
機
構
と
機
能
を
最
大
限
動
員
し
て
、
再
編
強
化
を
と
げ
、
軍

(
8
)
 

国
主
義
、
帝
国
主
義
復
活
の
物
質
的
、
素
材
的
基
礎
を
整
備
し
て
き
た
。

(
8
)
市
川
弘
勝
『
戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
再
編
成
』
一
九
六
九
年
、
新

評
論
社
、
一
二
七
ペ
ー
ジ



(表 8) 昭和29~36年度会社別投資実積(第 1 次および

第 3次合理化計画を含む) (単位 100万円)

会社名 129 年 130 ~ 131 年 132 ~ 133 年 134 年 135 年 136 年
33，781 24，829 12，612 7，400 5，711 入幡製鉄 37，134 

26，218 

24，423 23，134 23，154 13，152 9，841 4，357 1，314 2，437 鋼管

製

日本

jil 崎 25，110 19，852 13，355 6，255 13，220 5，741 498 1，566 鉄

属 13，421 6，533 6，361 3，291 1，262 1，215 住友金

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

18，124 17，748 13，325 2，339 2，795 士製鉄富

21，893 17，864 

4，055 111，403 5，316 2，403 1，214 1，052 1，082 鍋

鉄

製神戸 17，184 

唱
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υ
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qiυ
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《
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698 7，340 2，248 i 379 36 尼崎製 6，110 

1，689 279 1，188 904 製鋼中山

84，1381123，0081174，2821218，378 
(90)1 (93)1 (93)1 (93) 

43，692 I 79，892 
(94)1 (93) (90) 

14，842 1 14，244 
(89)1 

計社8 

1，381 1，742 F
h
v
 

A
斗
A

に
1υ

，
 

I
 

A
υ
 
ハ叫
J
V

239 386 65 製鋼[大阪

日新製鋼 5，079 2，343 672 1，115 1，646 

631 

1，139 376 1，023 

製鋼

製鋼

東都

目曹

1，100 n
u
n
u
 

つd
R

u

n
u
 
ー1，389 719 

125 

l邑6

124 147 59 97 

196 60 

85 

38 大和製鋼 528 

314 i 

665 

1，217 

561 

995 

421 

83 61 嬬製鋼

東芝製鏑

日本製鋼

吾

253 63 33 : 

403 74 80 11 52 143 22 

150 製鋼匝光 404 238 100 

製鋼

鋼板

淀川 858 

519 

1，239 

668 

802 

1，381 393 

3，945 1，327 

407 

33<1 

740 

90 

91 

539 

大周

東洋

千葉砂鉄

鋼銀 1，960 2，819 1，764 

300 134 193 120 11 

鋼管八幡 1，481 

1，560 

655 

332 

449 

11 

1，160 

957 

923 

413 一機富士

一一一一一一 9，862 I 13，328 
(7)! (7) 

計|明)11刈 46tiz川

16，121 
(7) 

8，919 
(10) 

5，935 
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2，810 
(6) 

1，516 
(10) 

1，303 
(11) 

計社15 
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h. 
日

通産省iW鉄鋼業の合理化とその成果』



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

二
二
四

%) 

i銑
1947 70.1 70.9 42.4 

1948 132.9 80.1 81.1 

1949 91. 7 81.4 76.5 

1950 44.2 55.5 57.5 ... 

1951 40.0 34.4 38.8 

1952 11.1 7.9 2.6 

1953 30.1 9.6 12.4 5.0 

1954 2.0 1.1 2.5 45.4 

1955 13.2 21，4 22.4 - 9.0 

1956 14.8 18.0 20.2 196.9 

1957 13.8 13.2 15.1 90.2 

1958 8.5 - 3.7 - 4.3 9.2 

1959 27.8 37.2 34.0 81. 9 

1960 25.9 31.1 33.5 38.7 

1961 33.0 27.7 26.8 - 0.8 

1962 13.6 - 2.6 1.5 ← 19.8 

1963 10.9 11.4 14.3 -24.7 

1964 。19.3 26.3 24.4 

1965 15.7 3.4 4.4 9.7 

1966 16.4 16.1 16.7 27.6 

1967 25.2 30.0 29.3 50.0 

1968 15.7 7.6 10.6 28.7 

1969 25.3 22.8 20.2 20.2 

1970 17.0 13.6 35.2 

銑鉄・粗鋼鋼材生産量および設備投資額対前年増加率

(単位

(表 g)

鉄鋼統計委員会『鉄鋼統計要覧』



〈表
10)
主
要
因
鉄
鋼
業
の
設
備
投
資
推
移

(
単
位
:
100
万
ド
ル
〉

年
次
勝
胤
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E
 

C
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s
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C
I
 

西
ド
イ
ツ

ザ
ー

Jレ

フ
ラ
ン
ス

ベ
ル
ギ
ー

ノ
レ
ク
セ
ン
プ
ル
グ

オ
ラ
ン
ダ

イ
タ
リ
ア

計

188.00 
188.
28
1
 

28.70 
37.10 

20.20 
24.18 

20.76 
7.53 

105.20 
68.72 

545.081 
54
1.
81 

1
，221 

イ
ギ
リ

ア
メ
リ

日

972.8 

968.0 

資
料
・
通
産
省
『
鉄
鋼
業
の
現
状
と
将
来
』

〈
注
)
1. 
日
本
は
4
月
か
ら
は
じ
ま
る
会
計
年
度

2. 
日
本
の
設
備
投
資
綴
・
1955
，
57
年
度
日
本
鉄
鋼
連
盟
，
I戦
後
鉄
鋼
史
J
1
9
5
8
-
6
0
年
度
は
日
本
鉄
鋼
連
盟
「
日
本
の
鉄
鋼
統
計
」
工
事
資
金
調
達
実
績
，

粗
錦
生
産
高
は
日
本
鉄
鋼
連
盟
の
「
鉄
鋼
統
計
要
覧
」

3. 
E
 C
 S
 C
諸
周
の
設
備
投
資
額
は
，
E
C
 S
C
最
高
機
関
「
共
同
体
の
石
炭
お
よ
び
鉄
鋼
業
に
お
け
る
投
資
」
鉄
鋼
生
産
高
は
「
西
ド
イ
ツ
鉄
鋼
統
計
4
半
期

報
」

4. 
イ
ギ
リ
ス
の
1
9
5
2
-
5
3
年
の
設
備
投
資
額
は
，
I
イ
ギ
リ
ス
鉄
鋼
委
員
会
J
11957
年
特
別
報
告
J
1
9
5
4
-
6
0
年
設
備
投
資
額
お
よ
び
粗
鋼
生
産
高
は
「
イ
ギ
リ

ス
鉄
鋼
連
盟
統
計
年
報
」
に
よ
る
。

5. 
ア
メ
リ
カ
は
「
鉄
鋼
協
会
統
計
年
報
」

諸事~
m
1
令
指
窓
報
Q
矧

11国
型
車
蝦

1111
同



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

戦
後
日
本
鉄
鋼
生
産
力
の
発
達

(
9
)
 

鉄
抑
制
生
産
工
程
は
、
製
銑
、
製
鋼
、
圧
延
の
コ
一
工
程
に
大
別
さ
れ
る
。

(
9
U
鉄
(
銑
鉄
)
は
炭
素
合
有
量
一
・
七
%
以
上
の
も
の
を
い
い
、
一
-
七
%

以
下
の
鯛
と
区
別
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
、
鋼
は
鉄
を
脱
炭
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
脱
炭
工
程
か
製
鋼
工
程
で
あ
り
、
通
常
、
鉄
鉱
石
と
石
炭
を
主
原
料
と
し

て
銑
鉄
を
製
造
す
る
製
銑
工
程
と
と
も
に
装
置
工
業
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
た
い

し
て
、
鋪
を
圧
延
す
る
圧
延
工
程
は
機
械
工
業
と
さ
れ
る
。

鉄
鋼
業
の
業
態
は
、
以
上
一
二
工
程
の
結
合
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
が
、

大
別
し
て
、
一
貫
(
製
銑
|
製
鋼
|
圧
延
〉
メ
ー
カ
ー
、
製
鋼
以
降
の
工

程
を
お
こ
な
う
平
・
電
炉
メ
ー
カ
ー
、
正
延
の
み
を
お
こ
な
う
単
圧
メ
ー

カ
ー
に
分
類
さ
れ
る
。

大
橋
隆
憲
、
足
利
末
男
氏
は
、
一
九
四
一
-
一

1
四
八
年
版
の
『
製
鉄
業
参

考
資
料
』
に
も
と
ず
い
て
戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
「
基
本
的
労
働
手
段

1
技

術
単
位
を
碁
埜
一
と
し
た
詳
細
な
型
別
分
類
を
な
し
た
の
ち
、
「
鉄
鋼
業

の
中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
」
と
し
て
、
「
I
単
独
型
、

A
・
フ

エ
ロ
ア
ロ
ィ
、

B
-
製
銑
、

c
・
製
鋼
、

D
-
圧
延
、

E
・
鍛
造
、

F
-

鋳
込
ハ
鍛
鋳
型
の
一
括
設
定
も
可
能
)
o
E
一
貫
型
(
製
銑
、
製
鋼
、
圧

延
型
〉
、

A
-
基
本
出
(
寸
前
炉
・
子
炉
(
転
炉
)
・
正
延
型
)

B

・
副
次

型
(
高
炉
以
外
の
炉
、
電
炉
、
圧
延
型
)
亜
製
鋼
・
圧
延
型

A
・
基

本
型
ハ
平
炉
・
圧
延
型
)

B

・
副
以
型
(
竜
一
炉
・
圧
延
型
〉

W
製
鋼

.
圧
延
・
鋳
造
型
を
あ
げ
て
お
り
れ
ヲ
ミ

そ
し
て

E
の
A
は
一
貫
型
工
場
と
な
ら
ん
で
日
本
鉄
鋼
業
の
主
力
を
形

一
一
二
六

成
し
、
一
貫
型
よ
り
や
や
劣
る
が
他
の
型
に
較
べ
て
巨
大
で
あ
る
。

wは

燃
料
工
業
、
造
船
、
自
動
車
工
業
な
ど
の
一
工
程
'
と
し
て
子
り
れ
る
。

E

-
E
は
巨
大
規
模
(
使
用
職
工
数
五

0
0
0人
以
よ
〉

I
-
wは
小
規
模

(
使
用
職
工
数
一

0
0
人
以
下
)
に
多
い
と
さ
れ
る
ω

平
炉
・
圧
延
メ
ー
カ
ー
の
特
色
を
大
橋
隆
憲
、
足
利
末
男
両
氏
は
日
本

の
特
殊
条
件
H
H
鉄
鉱
石
強
枯
治
炭
の
原
料
資
源
欠
除
、
安
価
な
ア
メ
リ
カ

太
平
洋
岸
か
ら
の
屑
鉄
輸
入
と
い
う
条
件
の
な
か
で
発
生
し
、
重
要
な
地

位
を
占
め
る
が
、
基
本
的
に
は
日
本
の
資
本
蓄
積
の
貧
困
、
日
本
鉄
鋼
業

の
史
的
発
展
の
特
殊
性
に
そ
の
原
因
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
0

2
1
炉
メ
ー
カ
ー
は
戦
前
は
高
炉
メ
ー
カ
ー
へ
の
従
属
は
お
ろ
か
「
安
い

イ
ン
ド
銑
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
安
い
く
ず
鉄
で
鋼
を
つ
く
り
一
貫
メ

l
カ

ハロ)

i
に
対
抗
し
た
」
。
普
通
銅
鋼
材
生
産
量
中
、
一
貫
メ
ー
カ
ー
は
四
四
・
一
一
一

パ
ー
セ
ン
ト
、
乎
炉
メ
ー
カ
ー
は
四

0
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
単
圧
メ
ー
カ

ー
は
一
凶
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
(
一
九
三
凶

i
六
年
平
均
)

(
川
山
)
大
橋
隆
憲
、
足
利
末
男
氏
『
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造
』
一
九
五
二
年
、

有
交
関
、
四
四

l
四
八
ペ
ー
ジ

(
江
〉
科
学
技
術
庁
『
経
済
成
長
と
技
術
革
新
』
一
九
六
一
年
、
弘
文
堂
、
一

0

0
ペ
ー
ジ

し
か
し
、
日
本
経
ぺ
聞
の
重
工
業
化
過
程
、
国
家
機
構
と
機
能
を
最
大
阪

動
員
し
て
の
独
占
資
本
集
中
l
l
中
小
資
本
収
奪
政
策
の
過
程
で
、
こ
れ
ら

業
態
は
大
き
く
『
変
化
し
た
。
こ
れ
を
み
る
た
め
に
、
ま
ず
、
銑
鉄
生
産
性

を
考
察
し
よ
う
。

一
九
五
二
年
銑
鉄
ト
ン
当
り
生
産
所
要
(
直
接
+
間
按
)
労
働
時
間
は



高炉平均生産能力別銑鉄トン当り所要労働時間
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6.18 

5町31

74.。55/52(%)1 
-一一一一一「

F
h
u

門

4
a
n
N
U

5

5

5

 

59 

60 

1.855 

1.615 

1.342 

1.216 

2.512 

2.191 

1.831 

1.609 

2.314 

1. 881 

2.231 

1.246 

2

3

4

5

 

《

h
u
n
h
u
p
h
v
p
n
v

1.713 

1.634 

1.188 

1.083 

65/61(箔)1

IIiii ;:p ~U] 1 500 
二
二
七

f資料〉 労働大臣官房労働統計調査部「労働生産性統計調査報告」各年版



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

一
0
・
七
三
時
間
で
あ
っ
た
が
一
九
六
八
年
に
は
一
・
五
三
時
間
に
減
少

し
て
い
る
。
一
製
鋼
所
要
時
間
も
、
九
・
二
三
時
間
か
ら
一
・

O
七
時
間

(
転
炉
使
用
)
へ
減
少
し
た
。
製
銑
労
働
生
産
性
は
七
倍
に
、
製
鋼
生
産

性
は
八
・
七
倍
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
〈
こ
の
生
産
性
の
数
字
は
、
労
働

大
臣
官
房
一
労
働
統
計
調
査
部
『
労
働
生
産
性
統
計
調
査
報
告
』
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
労
働
時
聞
を
生
産
数
量
で
除
し
た
も
の
で
、
操
業
度
の
影
響

を
受
け
る
。
た
だ
し
、
臨
時
、
日
雇
工
の
労
働
時
間
も
加
算
さ
れ
て
い
る
)

第
一
次
合
理
化
期
以
前
の
、
製
銑
生
産
性
は
事
前
処
理
技
術
の
開
発
な

ど
に
よ
る
原
単
位
の
向
上
が
中
心
で
あ
り
G
H
Q
の
要
請
に
と
も
な
っ
て

推
進
さ
れ
た
。
日
本
に
た
い
す
る
「
援
助
」
物
質
を
も
っ
と
も
効
果
的
に

(ロ)

使
用
す
る
目
的
の
た
め
で
あ
っ
た
。

(
ロ
)
有
沢
広
巳
編
『
現
代
日
本
産
業
講
座

E
』
一
一
八
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
九
年

岩
波
書
庖

第
一
次
合
理
化
計
画
期
に
も
、
新
設
高
炉
は
、
川
崎
製
鉄
千
葉
工
場
一

基
の
み
で
、
あ
と
は
既
存
設
備
の
補
修
、
改
修
が
中
心
で
あ
り
、
こ
の
期

に
は
、
製
銑
労
働
生
産
性
は
、
一
・
四
倍
に
な
っ
た
。
第
二
次
合
理
化
計

画
期
以
降
は
新
設
高
炉
が
増
加
し
、
第
二
次
合
理
化
期
に
は
一
二
ハ
倍
、

第
三
次
合
理
化
期
に
は
一
・
七
倍
に
生
産
性
は
増
加
し
た
。

ま
た
、
高
炉
容
積
に
よ
っ
て
生
産
性
の
差
は
非
常
に
大
き
く
、
高
炉
大

型
化
が
、
生
産
性
上
昇
を
促
進
し
た
。
一
九
五
二
年
に
七

0
0
ト
ン
以
上

能
力
の
高
炉
は
五

0
0
ト
ン
未
満
高
炉
の
一
・
四
倍
、
一
九
六
七
年
、

一
、
五

0
0
ト
ン
以
上
高
炉
の
生
産
性
は
、
五

0
0
ト
ン
未
満
の
そ
れ
の

一
・
六
倍
の
生
産
性
を
示
し
て
い
る
。

二
二
八

二、

O
O
O
M
以
上
容
積
の
高
炉
は
六
四
年
東
海
製
鉄
一
号
高
炉
、
六

五
年
川
崎
製
鉄
千
葉
一
二
号
高
炉
と
建
設
さ
れ
、
以
後
、
日
新
製
鋼
呉
二
号

高
炉
、
神
戸
製
鋼
神
戸
二
号
高
炉
を
徐
き
、
す
べ
て
二
、

o
o
o
d以
上

で
あ
り
、
六
九
年
に
は
、
日
本
鋼
管
福
山
の
第
三
号
高
炉
が
三
、

O
一
六

が
と
し
て
完
成
、
現
在
、
日
本
鋼
管
福
山
四
号
高
炉
が
四
、
一
九
七
3m
、

日
産
一
万
ト
ン
で
世
界
第
一
位
の
規
模
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
製
鉄
労

働
生
産
性
は
、
表
ロ
に
は
平
均
と
し
て
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
新
鋭
大
型
高

炉
で
は
飛
躍
的
に
上
昇
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
製
鉄
生
産
性
上
昇
は
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
の
利
潤
を
以
前
に
ま
し
て

増
加
さ
せ
、
そ
の
地
位
を
強
化
し
た
。

す
な
わ
ち
、
一
九
五
五
年
か
ら
、
六
七
年
の
聞
に
製
銑
労
働
生
産
性
は

五
倍
、
す
な
わ
ち
所
要
労
働
時
間
は
五
分
の
一
に
低
下
し
た
。
こ
れ
に
た

い
し
て
、
賃
銀
は
、
労
働
大
臣
官
房
労
働
統
計
調
査
部
の
『
賃
銀
構
造
基

本
統
計
調
査
報
告
』
に
よ
る
と
、
一

0
0
0
人
以
上
企
業
規
模
の
製
銑
工

賃
銀
は
、
五
五
年
の
時
間
当
り
一
一
三
円
か
ら
六
七
年
に
は
二
六
九
円
へ

と
二
・
一
二
八
倍
に
な
っ
て
い
る
。
労
働
生
産
性
は
五
倍
に
上
昇
し
た
が
、

賃
銀
は
二
・
四
倍
に
増
加
し
た
の
み
で
あ
る
。

で
は
こ
の
生
産
性
上
昇
に
伴
う
銑
鉄
に
含
ま
れ
る
労
貨
の
減
少
、
原
料

価
格
の
低
下
は
、
製
鉄
価
格
に
い
か
に
反
映
し
て
い
る
で
あ
る
で
あ
ろ
う

か
。
鉱
石
・
石
炭
価
格
な
ど
主
要
原
材
料
価
格
は
と
も
に
低
下
し
て
い

る
(
表
U
V
鉄
価
格
が
労
働
生
産
性
、
原
料
価
格
の
低
下
に
比
例
し
て

減
少
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
事
前
処
理
技
術
の
発

達
は
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
の
原
料
歩
留
を
向
上
さ
せ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を



(表
13)
銑
鉄
原
料
価
格
・
賃
銀
お
よ
び
銑
鉄
価
格

(
単
位
:
ト
ン
当
り
円
〉

鉱
石
〈
輸
入
〉

石
炭
(
輸
入
〉

11
銑
鉄
生
産
所
要
|
時
間
当
り
賃
銀

直
接
労
働
時
間

銑
鉄
価
格

鉄
屑

円
%
 

円
%
 
時
間

%
 

%
 

円
%
 

円
9百

6
，774 

100.0 
9
，237 

100.0 
6
目24

14
1.
8
 
94.90 

84.0 
25
，885 

100.0 
17
，099 

100.0 

1952 
6
，945 

102.5 
8
，988 

97.3 
6.03 

137.0 
2
8
，638 

110.6 
20.347 

119.0 

1953 
5
，093 

75.2 
6
，301 

62.2 
4.93 

112.0 
2
4
，969 

96.5 
19
，718 

115.3 

1954 
4
，764 

70
，3
 
6
，327 

62.5 
4.85 

110.2 
101.18 

89.5 
2
3
，750 

9
1.
8
 
15
，149 

88.6 

1955 
5
，257 

77.6 
7
，136 

77.3 
4.40 

100.0 
113.00 

100.0 
2
4
，125 

93.2 
17
，149 

100.3 

1956 
6
，635 

97.9 
9
，394 

101.7 
4.06 

92.3 
117.17 

103.7 
2
4
，625 

102.9 
2
7
，390 

160.2 

1957 
7
，635 

112.7 
3.75 

85.2-
119.83 

106.0 
31
，167 

120.4 
28
，334 

165.7 

1958 
8
，359 

90.5 
3.55 

80.7 
130.28 

115.3 
2
7
，458 

106.1 
18
，106 

106.0 

1959 
5
，419 

80.0 
7
，835 

84.8 
2
.
8
2
 
64.1 

148.80 
13
1. 7
 
25
，000 

96.6 
19
，169 

112.1 

1960 
5
，293 

78.1 
7
，852 

85.0 
2.49 

56.6 
143.70 

127.2 
25
，083 

96.9 
18
，502 

108.2 

1961 
4
，640 

68.5 
7
，973 

86.3 
2.10 

47.7 
167.16 

147.9 
2
4
，500 

94.6 
21
，324 

124.7 

1962 
4
，640 

68.5 
7
，625 

82.5 
1.
885 

42.8 
24
，500 

94.6 
13
，469 

78.8 

1963 
4
，313 

63.7 
7
，754 

83.9 
1.
615 

36.7 
23
，250 

89.8 
17
，007 

99.5 

1964 
4
，950 

73.1 
5
，440 

58.9 
1.
342 

30.5 
189.94 

168.1 
23
，250 

18
，247 

106.7 

1965 
4
，830 

7
1.
3
 
5
，540 

60.0 
11 
1.
216 

27.6 
222.55 

196.9 
22
，000 

85.0 
16
，298 

95.3 

1966 
4
，650 

68.6 
5
，810 

1.
031 

23.4 
252.00 

223.0 
22
，000 

85.0 
15
，619 

9
1.
3
 

1967 
4
，520 

66.7 
5
，760 

62.4 
0.883 

20.1 
268.93 

238.0 
24
，000 

92.7 
15
，619 

9
1.
3
 

1968 
4
，400 

65.0 
6
1.
1
 1I 
0.718 

I
 
16.3 
1
 
324.62 

1
 
287.3 

24
，000 

92.7 
'
 
14
，100 

82.5 

12.9 
1
 

1969 
4
，172 

6
1.
6
 
6
，034 

65.3 
0.567 

!
 

387.75 
343.1 

11 
24
，000 

92.7 
15
，568 

9
1.
4
 

(
資
料
〉
原
料
銑
鉄
価
格
は
鉄
鋼
新
聞
社
『
鉄
鋼
年
鑑
』
。
生
産
所
要
労
働
時
間
は
労
働
大
臣
官
房
労
働
統
計
調
査
部
『
労
働
生
産
性
統
計
調
査
報
告
』
。
賃
銀
は
同
，

『
賃
銀
構
造
基
本
統
計
調
査
報
告
』
に
よ
る

1
，000

人
以
上
規
模
企
業

(1951
年
は
『
職
業
別
賃
銀
調
査
結
果
報
告
~
，
1
9
6
2
-
3
年
は
『
特
定
条
件
賃
銀
調

査
結
果
』
と
な
り
継
続
せ
ず
〉

~
~
D
J
-1キ主張悪事候

Q
州
側
鍵
姻

1
1
1
1
長



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

も
加
味
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
よ
り
、
国
家
政
策
を
背
景
と
す
る
鉄
鋼
業
の
発
達
l
製
銑
生
産
性

上
昇
が
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
の
利
溺
を
増
加
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
銑
鉄
は
、
製
鋼
原
料
と
し
て
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
が

ほ
ぼ
独
占
的
に
消
費
し
て
い
る
と
と
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

袈
鋼
原
料
に
は
、
銑
鉄
と
鉄
(
銅
)
屑
が
あ
る
。
銑
鉄
は
含
有
鉄
分
九

六
l
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
平
均
合
有
鉄
分
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
鉄

(
鋼
)
屑
は
、
形
状
、
品
質
と
も
に
雑
多
で
あ
り
、
製
鋼
原
料
と
し
て
銑
鉄

(
臼
〉

に
劣
る
。
(
臼
〉
鉄
鋼
新
聞
社
編
『
鉄
屑
の
知
識
』
一
一
三
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
三
年

高
炉
に
お
け
る
混
銑
率
は
、
酸
素
の
大
量
使
用
に
よ
っ
て
増
加
し
、
ま

た
、
鉄
屑
配
合
率
の
す
く
な
い
転
炉
の
導
入
に
よ
っ
て
、
高
炉
メ
ー
カ
ー

の
銑
鉄
使
用
量
は
増
加
し
た
。
一
九
五
五
年
の
銑
鉄
使
用
高
に
占
め
る
高

炉
の
比
率
は
八
八
・
一
ニ
パ

l
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
六
四
年
に
は
九
七
パ

ー
セ
ン
ト
に
増
加
し
て
い
る
。

年
産
性
の
上
昇
し
た
銑
鉄
を
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
は
製
鋼
原
料
に
利
用
し

鉄
屑
を
原
料
と
す
る
平
電
炉
メ
ー
カ
ー
と
競
争
し
、
超
過
利
潤
・
独
占
利

潤
を
え
、
こ
れ
を
支
配
下
に
お
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

鉄
屑
価
格
は
、
五
一
年
四
月
の
統
廃
と
と
も
に
急
昇
し
、
石
炭
と
な
ら

ん
で
世
界
一
の
高
値
と
な
っ
た
(
五
一
年
ア
メ
リ
カ
四
三
・
五
ド
ル
、
日

本
五
三
・

0
ド
ル
〉
。
翌
五
二
年
は
世
界
的
景
気
沈
滞
期
で
あ
り
、
五
三

年
に
は
、
原
州
市
拭
屑
の
安
値
購
入
を
目
的
に
主
要
一

δ
社
に
よ
っ
て
鉄
屑

購
入
カ
ル
テ
ル
が
・
申
請
さ
れ
た
が
、
五
四
年
の
不
況
で
取
下
げ
、
五
五
年

(単位 :M.T)

鉄屑使用高銑鉄使用高

業態別・銑鉄鉄屑使用量

鉄屑使用高I
3，837，53引 63.31

1，265，01創 20.9:1

686，96剖 11.311 

273，09引 4.511

6，062，6141 100.011 

日本鉄鋼連盟『製鉄業参考資料~ (各年版)

(表 14)

二
三

O

量 (1964年)

(単位:l，OOOM. T) 

一一千~一一 |使用量 (A) 隣入量 (B) B/ A % メーカ一 一~一~一一一一| r-I'.t /'- .=. ¥，.L.I..I 

高 炉 9，784 3，590 36.7 

平炉 2，541 1，998 78.6 

電炉・その他| 同 9 5，456 I ぉ 2
使用量 日本鉄鋼連盟『製鉄業参考資料』

購入量一鉄鋼統計委員会『鉄鋼統計要覧』

入購中景用使騎鉄(表 15)



(単位;トン当り円)製鋼原料価格と棒鋼価格比
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(表 15)

1945 

1947 

1946 

戦
後
日
本
鉄
鏑
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の
生
産
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造
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戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

四
月
に
は
第
二
回
の
鉄
屑
カ
ル
テ
ル
が
申
詰
さ
れ
、
発
足
し
、
一
一
月
に

停
止
、
二
一
月
に
は
第
三
回
の
鉄
屑
カ
ル
テ
ル
が
申
請
さ
れ
、
五
六
年
一

刀
発
足
し
た
。
業
種
地
域
別
に

A
、
B
、
C
カ
ル
テ
ル
が
結
成
さ
れ
、
六

三
年
に
は
D
、
E
カ
ル
テ
ル
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
五
力
ル
テ
ル
に
よ
っ

て
、
総
鉄
屑
量
一

ω九
O
パ
ー
セ
ン
ト
が
購
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
日
比
)
鉄
屑
カ
ル
テ
ル
は
、
鉄
屑
購
入
量
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的

に
鋼
塊
生
産
量
を
調
節
し
ょ
、
7
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
カ
ル
テ
ル
機
能
は

弱
く
、
鉄
鋼
価
格
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
少
く
、
五
人
年
六
月
か
ら
は

主
要
六
品
目
の
公
開
販
売
制
が
実
施
さ
れ
た
。
(
市
川
弘
勝
『
鉄
鋼
』
二
二
四

ペ
ー
ジ
、
一
九
六
六
年
、
右
波
書
底
〉

鉄
屑
価
格
安
定
を
目
的
と
す
る
カ
ル
テ
ル
結
成
後
も
、
鉄
屑
価
格
変
動

幅
は
景
気
変
動
に
つ
れ
て
大
き
い
。
捧
鋼
(
一
九
ミ
リ
〉
市
価
と
銑
鉄
、

鉄
清
価
格
と
対
比
す
る
に
表
日
の
と
お
り
で
あ
る
。
五
一
年
以
降
国
内
鉄

屑
価
格
は
捧
鏑
価
格
の
四
一
1
1
五
五
勉
、
銑
鉄
は
四
七
|
七
八
%
の
あ
た

り
を
上
下
し
て
い
る
。
銑
鉄
価
格
は
独
占
価
絡
で
あ
り
、
需
給
関
係
か
ら

の
影
響
は
少
く
、
何
格
変
動
巾
は
鉄
屑
に
比
し
少
い
。

平
電
炉
メ

l
力
l
の
製
品
価
格
が
、
景
気
変
動
の
影
響
宏
強
く
受
け
る

限
り
、
こ
れ
に
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
少
い
銑
鉄
価
格
を
原
料
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
は
、
経
営
上
困
難
で
あ
り
、
平
電
炉
メ
ー
カ
ー
は
、
こ
の
よ

う
な
価
絡
機
構
の
故
に
も
、
比
較
的
鋼
材
市
況
を
反
映
し
て
価
格
が
決
定

さ
れ
る
鉄
屑
消
費
量
を
増
加
さ
せ
る
。

以
上
よ
り
、
銑
鉄
生
産
性
の
上
昇
は
、
一
千
電
炉
メ
ー
カ
ー
と
一
貫
一
品
炉

メ
ー
カ
ー
と
の
格
差
を
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

一一一一一一

さ
て
、
つ
ぎ
に
、
製
鉄
の
第
二
工
程
で
あ
る
製
鋼
に
つ
い
て
考
察
し
ょ

、「ノ

製
鋼
の
主
要
な
生
定
子
段
は
平
炉
、
電
炉
、
転
炉
で
あ
る
。
主
要
な
労

働
対
象
は
銑
鉄
と
欽
屑
で
あ
る
。
技
術
進
歩
は
、
平
炉
燃
料
の
重
油
転

換
、
酸
素
の
使
用
、

L
D
転
炉
の
採
用
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
な
ど
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
一
番
顕
著
な
影
響
を
鉄
鍋
業
に
与
え
た
の
は
五
六
年
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
技
術
導
入
を
お
こ
な
っ
た

L
D
転
炉
で
あ
る
。
平
炉

の
数
は
大
増
一
化
の
故
も
あ
る
が
、
一
九
四
六
年
の
一
九
九
基
か
ら
五
五
年

の
一
五
九
基
、
六
五
平
の
一
三

O
基
、
六
九
年
九
六
基
へ
と
減
少
し
た
。

乙
れ
に
た
い
し
て
転
炉
数
は
五
七
年
九
月
、
八
幡
製
鉄
洞
岡
に
五

0
ト
ン

炉
、
五
八
年
一
月
日
本
剣
皆
川
崎
に
四
二
ト
ン
炉
が
、
そ
れ
ぞ
れ
操
業
を

同
始
し
、
そ
の
基
数
は
六
五
年
四
五
基
、
六
九
年
七
七
基
へ
と
増
加
、
同

時
に
炉
容
も
増
大
し
、
一

0
0ト
ン
未
満
三

O
基
、
一

O
O
l二
0
0ト

ン
一
二
七
基
、
二

0
0ト
ン
以
上
一

O
基
と
な
り
、
現
在
、
日
本
は
総
基

数
、
総
能
力
共
に
、
世
界
第
一
位
の

L
D
転
炉
所
有
国
で
あ
る
。

国
内
粗
鋼
生
産
量
に
占
め
る
転
炉
鏑
の
割
合
は
、
六

O
年
二
一
パ
ー
セ

ン
ト
、
六
五
年
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
七
年
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
と
増
加

し
て
い
る
。

L
D
転
炉
は
普
通
炉
の
塩
恭
性
平
炉
用
銑
鉄
が
使
用
可
能
で
あ
り
、
操

業
能
率
が
良
く
、
建
設
費
が
安
く
、
鉄
屑
配
合
率
を

O

二
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
範
凶
で
調
節
可
能
で
、
良
質
の
鋼
が
生
産
さ
れ
、
し
か
も
操
業
費
は

平
炉
よ
り
約
一
二

q
パ
ー
セ
ン
ト
低
廉
で
多
禄
類
の
鋼
の
生
産
が
可
能
で
あ

(日〉

る
と
い
う
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
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戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
路
構
造

〈
日
)
川
崎
勉
『
戦
後
鉄
鋼
業
論
』
五

O
二
ペ
ー
ジ
。
通
産
省
重
工
業
局
編
『
鉄

鋼
業
合
理
化
と
そ
の
成
果
』
一
三
八
ペ
ー
ジ

一
貫
単
独
別
・
平
炉
電
炉
転
炉
別
・
炉
平
均
能
力
刷
鋼
塊
ト
ン
当
り
所

要
労
働
時
聞
は
表
刊
の
と
う
り
で
あ
る
。
第
一
次
合
理
化
計
画
期
に
は
若

干
な
が
ら
一
貫
メ
ー
カ
ー
の
平
炉
生
産
性
上
昇
皮
が
高
い
。
未
だ
製
剣
生

産
の
主
力
は
平
炉
で
あ
り
、
一
貫
メ
ー
カ
ー
も
、
平
炉
生
産
性
に
力
を
注

い
で
い
た
。
だ
が
第
二
次
第
三
次
計
画
期
に
至
る
と
、
単
独
メ

l
力
l
の

平
炉
生
産
性
よ
昇
度
が
、
一
貫
メ
ー
カ
ー
の
そ
れ
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
初
期
に
は
、
平
炉
に
か
ん
す
る
限
り
、
一
貫
、
単
独
別

半
産
性
格
差
ば
非
常
に
大
さ
か
っ
た
が
、
以
後
縮
少
し
て
い
る
。
し
か
し

す
で
に
み
た
、
一
貫
メ

l
力
ー
に
よ
る
転
炉
の
導
入
に
よ
り
、
生
産
性
格

差
は
画
然
と
し
た
。
一
九
六
七
年
、
一

0
0ト
ン
以
上
平
炉
の
所
要
労
働

時
間
を
一

O
Qと
し
た
ば
あ
い
、
二

0
ト
ン
以
上
電
炉
は
九
三
・
一
ニ
で
あ

り
一

0
0ト
ン
以
上
転
炉
三
二
・
一
で
あ
る
。
転
炉
(
一
貫
企
業
)
生
産

性
は
、
平
炉
生
産
性
(
単
独
企
業
)
の
三
倍
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
圧
延
工
程
を
み
よ
う
。
圧
延
工
程
は
、
熱
問
圧
延
工
程
、
冷
間

圧
延
ヱ
程
と
あ
り
、
熱
問
圧
延
工
程
は
、
鋼
塊
ま
た
は
半
成
品
の
加
工
、

圧
延
、
精
整
、
な
ど
に
分
れ
、
冷
間
圧
延
工
程
は
、
ス
ケ
ー
ル
除
去
の
た

め
の
酸
洗
、
鏑
の
軟
化
、
結
晶
組
織
の
調
整
、
内
部
応
力
除
去
の
た
め
の

焼
鈍
、
鏑
の
結
晶
粒
子
を
こ
ま
か
く
し
、
材
質
を
調
整
し
、
強
制
相
化
す
る

調
質
な
ど
の
工
程
が
あ
り
、
間
接
部
門
に
は
、
原
料
輸
送
、
分
析
調
査
、

修
理
、
動
力
な
ど
の
工
程
が
あ
る
。

圧
延
ヱ
程
の
重
要
な
労
働
手
段
は
圧
延
機
で
あ
る
。
こ
れ
は
半
成
品
を

二
三
四

製
造
す
る
分
塊
圧
延
機
、
製
品
用
と
し
て
、
軌
条
、
形
鋼
、
捧
鋼
、
線
材

の
生
産
を
目
的
と
す
る
条
銅
圧
延
機
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
仕
上
げ
ロ
!
ル

の
径
に
よ
っ
て
、
大
形
、
中
形
、
小
形
に
分
刻
さ
れ
る
。
さ
ら
に
鋼
板
圧

延
機
が
あ
る
。
こ
れ
は
厚
板
圧
延
機
、
熱
問
広
巾
市
鋼
圧
延
機
(
ホ
ッ
ト

・
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
)
、
冷
間
広
巾
帯
銅
圧
延
機
〈
コ
ー
ル
ド
・
ス
ト

リ
ッ
プ
・
ミ
ル
)
な
ど
が
あ
る
。

圧
延
工
程
は
鉄
を
消
費
形
態
に
加
工
す
る
工
程
で
あ
り
、
独
占
資
本
で

あ
る
大
手
高
炉
メ
ー
カ
ー
、
平
・
電
炉
メ
ー
カ
ー
、
単
圧
メ
ー
カ
ー
が
加

工
す
る
。
圧
延
技
術
は
、
他
の
工
程
に
比
し
、
と
く
に
板
圧
延
で
は
高
度

(
叩
山
)

の
技
術
が
必
要
と
さ
れ
、
日
本
の
圧
延
-
設
備
は
大
戦
中
に
大
巾
に
遅
れ
て

い
た
た
め
、
戦
後
も
っ
と
も
設
備
投
資
の
重
視
さ
れ
た
部
円
で
あ
る
。

(
時
〉
中
村
静
治
『
戦
後
函
本
経
済
と
技
術
発
展
』
一
九
六
八
年
、
日
本
評
論
社
、

二
四
六
ペ
ー
ジ

圧
延
部
門
の
生
産
性
上
昇
の
実
態
を
考
察
し
よ
う
。
半
成
品
ト
ン
当
り

所
要
労
働
(
直
接
)
時
間
は
、
五
四
年
U
二
・

O
三
時
間
、
六
九
年
は

0

・
三
二
時
間
で
ご
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
、
特
殊
線
材
、
普
通
線
材
(
以

上
高
炉
メ
ー
カ
ー
生
産
)
、
軽
軌
条
、
小
形
形
鋼
(
以
上
中
小
メ
ー
カ
ー

生
産
〉
、
小
形
捧
剣
、
大
形
捧
鏑
(
神
戸
製
抑
制
、
住
友
金
属
と
高
炉
の
系

列
メ
ー
カ
ー
生
産
〉
は
、
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
減
少
、
大
形
形
鋼
、
厚

板
〈
高
炉
メ
ー
カ
ー
生
産
)
中
形
形
鋼
、
中
形
捧
銅
(
中
小
メ
ー
カ
ー
生

産
)
は
一
一
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
減
少
、
重
軌
条
(
八
幡
、
富
士
お
よ
び
そ

の
系
列
メ
ー
カ
ー
生
庖
)
は
生
産
性
上
昇
皮
は
最
低
で
四
八
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
っ
た
。
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(表
18
・
1
)
設
備
お
よ
び
生
産
実
積
別
ト
ン
当
リ
所
要
労
働
時
間

(
単
位
:
時
間
〉

1 10
万
ト
ン
以
上
十
旧
ト
ン
ド
-
5
万
ト
ン
1 3
万
ト
ン
以
下
|
計
1 10
万
ト
叫
5
-
1
0
7]
r
 /1
3
-
5
万
ト
ン
1 3
万
ト
ン
以
下

1955 
1.
47 

2.39 
4.65 

1.
52 

100.0 
162.6 

316.3 

1960 
0
.
8
2
 

2.81 
3
目63

0.83 
100.0 

342.7 
442.7 

分
塊

(
合
ニ
連
線
)
1964 
6
0
/
5
5
 

55.8 
78.1 

54.6 

6
4
/
6
0
 

1955 
5.72 

4.25 
5.67 

100.0 
74.3 

1960 
4.82 

1.
50 

4.94 
4.66 

100.0 
3
1.
9
 
102.5 

大
形
1964 

4.60 
4.64 

4.60 
100.0 

100.9 

6
0
/
5
5
 
84.3 

82.2 

6
4
/
6
0
 
9
5
.
4
 
309.3 

98.7 

1955 
3.49 

5.82 
7.08 

5.66 
100.0 

166.8 
202.9 

342.1 

1960 
4.30 

4.61 
5.58 

5.42 
4.67 

100.0 
107.2 

129.8 
126.0 

中
形
1964 

4.15 
3.80 

3.69 
6.73 

3.92 
100.0 

9
1.
6
 
88.9 

162.2 

6
0
/
5
5
 
123.2 

79.2 
78.8 

45
.4 

82.5 

6
4
/
6
0
 
9
6
.
5
 

82.4 
66.1 

124.2 
83.9 

1955 
7.33 

14.06 
6.39 

8.28 

1960 
3.32 

5.92 
6.16 

9.05 
5
.
7
7
 
100.0 

178.3 
185.5 

272.6 

1964 
5.90 

6.03 
2.96 

5
.
7
4
 
100.0 

102.2 
50.2 

中
小
形
6
0
/
5
5

8
0
.
8
 

43.8 
14
1.
6
 
69.7 

6
4
/
6
0
 
177.7 

97.9 
32.7 

99.5 

1960 
5.12 

6.88 
6.76 

5
.
4
4
 

393.0 



1964 
3.21 

3.45 
5.55 

107.5 
153.3 

172.9 

形
6
0
/
5
5

73.1 
98.7 

79.3 
72.5 

6
4
/
6
0
 
186.6 

67.4 
7
1.
5
 
82.1 

70.4 

1955 
3.98 

4.82 
4.83 

100 目。
12
1.
1
 
142.7 

3
0
2
.
3
 

1960 
2.62 

4.12 
4.87 

10.94 
3.29 

100.0 
157.3 

185.9 
417.6 

線
材
1964 

1.
93 

2.75 
4.56 

7.85 
2.15 

100.0 
142.5 

236.3 
406.7 

6
0
/
5
5
 
65.8 

85.5 
8
5
.
7
 
90.9 

68.1 

6
4
/
6
0
 
73.7 

66.7 
93.6 

71.8 
65.4 

1955 
1.
84 

4.79 
5.23 

4.27 
100.0 

260.3 
284.2 

8
9
2
.
4
 

1960 
1.
54 

5.31 
10.78 

1.
9
6
 
100.0 

344.8 
7
0
0
.
0
 

帯
'
鋼
1964 

一
100.0 

6
0
/
5
5
 
85.3 

110.9 
65.7 

45.9 

6
4
/
6
0
 

2.91 
5.92 

9.67 
100.0 

203.4 
1
 
332.3 

2
7
4
.
6
 

1960 
3.11 

5.15 
6.15 

4.74 
3.55 

100.0 
165.5 
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厚
板
1964 

2.29 
4.53 

10.15 
2.62 

100.0 
197.8 

443.2 

6
0
/
5
5
 
106.9 

87.0 
63.6 

9
2
.
2
 

6
4
/
6
0
 
73.6 

8
8
.
0
 
165.0 

73.8 

1955 
24.69 

18.99 
22.94 

28.46 
22.97 

100.0 
92.9 

115.3 

1960 
13.08 

19.11 
15.49 

25.23 
18.04 

100.0 
146.1 

118.4 
192.9 

簿
絞
1964 

6
0
/
5
5
 
53.0 

100.6 
67.5 

88.7 
78.5 

6
4
/
6
0
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(表
18
・
2)
主
要
設
備
お
よ
び
業
態
別
ト
ン
当
り
所
要
労
働
(
直
接
)
時
間

11111< 
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塊

大
形
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形形

線
材

厚
板

ホ
ッ
ト
ス
ト
リ
ッ
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コ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ッ
プ

労
働
大
臣
官
房
労
働
統
計
調
査
部
『
労
働
生
産
性
統
計
調
査
報
告
』
各
年
版
よ
り
作
成

平
炉

一一川一川

32
1.
6
 

33
1.
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単
圧
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3
6
6
.
2
 

183.3 
4
9
1.
1
 



こ
の
よ
う
に
、
熱
闘
圧
延
所
要
時
間
(
直
接
)
時
間
は
一
五
年
間
に
三

分
の
一

l
四
分
の
一
に
低
下
し
て
い
る
。

こ
の
生
産
性
上
昇
の
程
度
を
事
業
所
生
産
実
績
別
に
考
察
し
よ
う
。
五

周
年
生
産
実
績
年
間
五
万
ト
ン
以
下
日
一

0
0と
し
た
は
あ
い
、
五

O
万

ト
ン
以
上
は
三

O
で
あ
る
。
し
か
し
六
一
年
に
は
、
六
九
と
な
り
、
生
産

性
格
差
は
縮
少
し
て
い
る
。
粗
鋼
生
産
の
ば
あ
い
、
業
態
別
格
差
は
画
然

と
し
そ
の
差
は
拡
大
し
て
い
た
が
、
圧
延
の
ば
あ
い
そ
う
で
は
な
い
。
詳

細
に
み
る
に
生
産
性
格
差
が
、
生
産
実
績
別
に
明
確
化
し
て
い
る
の
は
分

塊
で
あ
る
。
五
五
年
段
階
で
生
産
性
格
差
が
大
き
く
、
そ
の
後
縮
少
、
も

し
く
は
逆
転
し
た
の
は
、
中
形
、
中
小
形
、
小
形
で
あ
り
薄
板
は
六

O
年

で
格
差
が
明
確
化
し
た
部
円
で
あ
り
、
線
材
、
厚
板
、
常
鋼
な
ど
は
格
差

い
か
拡
大
し
た
部
円
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
六
六
年
と
六
九
年
の
比
較
で
は
、
大
形
で
は
、
電
炉
メ
ー
カ

ー
の
生
産
性
が
高
く
、
中
形
は
一
時
逆
転
し
て
い
た
生
産
実
績
と
生
産
性

の
関
係
が
整
序
さ
れ
た
。
線
材
、
淳
板
も
一
貫
メ
ー
カ
ー
の
生
産
性
が
高

く
な
っ
た
部
円
で
あ
る
。

以
上
総
括
す
る
と
圧
延
部
門
に
お
い
て
は
、
生
産
性
が
、
業
態
、
生
産

実
績
に
比
例
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
中
小
規
模
メ
ー
カ
ー
で

の
生
産
性
は
、
設
備
費
の
少
い
小
捧
な
ど
の
部
門
を
除
き
、
大
手
高
炉
メ

ー
カ
ー
の
「
系
列
)
下
で
、
資
本
、
機
械
、
設
備
の
「
援
助
」
を
受
け
て

生
産
し
た
結
果
で
あ
る
。
製
銑
、
製
鋼
工
程
と
異
り
、
圧
延
部
門
に
お
い

て
は
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
の
「
系
列
」
下
で
「
合
理
化
」
を
進
め
た
結
果
、

部
門
に
よ
っ
て
は
「
系
列
」
政
策
の
故
に
生
産
実
績
、
業
態
と
、
生
串
能
性

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

は
比
例
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
い
か
に
生
産
性
を
高
め
て
も
、
圧
延
材
料
1
労
働
対
象
を
供
給

さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
圧
延
メ
ー
カ
ー
は
存
続
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
(
と
く
に
単
圧
メ
ー
カ
ー
の
、
は
あ
い
)

平
、
電
炉
メ
ー
カ
ー
は
、
原
料
に
関
す
る
限
り
、
鉄
屑
を
購
入
す
る
た

め
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
の
原
料
独
占
を
直
接
に
は
ま
ぬ
が
れ
る
。
だ
が
、
生

産
性
を
高
め
た
銑
鉄
、
転
炉
鋼
と
の
競
争
は
、
生
産
費
比
較
の
み
を
み
て

も
不
利
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
単
圧
メ
ー
カ
ー
に

お
い
て
は
、
原
料
は
、
ほ
ぽ
一
劫
炉
メ
ー
カ
ー
か
、
り
供
給
さ
れ
、
平
、
電
炉

メ
ー
カ
ー
と
な
ら
ん
で
、
ほ
と
ん
ど
高
炉
メ
ー
カ
ー
の
「
系
列
」
下
に
あ

る
。
一
定
の
生
産
性
を
維
持
し
う
る
の
も
と
の
「
系
列
」
故
で
あ
る
。

以
上
考
察
し
た
ご
と
く
、
生
麗
性
格
差
は
非
常
に
大
き
く
、
特
に
粗
鋼

生
産
性
格
差
は
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
分
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
格
差
拡

大
の
促
進
要
因
は
、
国
家
に
よ
る
、
資
本
集
中
U
収
奪
機
構
で
あ
り
、
超

過
利
、
湖
・
独
占
利
潤
を
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
す
で
に
考
察
し
た
。

さ
て
、
こ
の
坐
皮
性
格
差
の
な
か
で
、
生
産
性
の
低
位
な
中
小
企
業
が

存
続
す
る
の
は
、
低
生
皮
性
を
低
賃
銀
で
補
足
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
低
生
産
性
と
低
賃
銀
の
関
係
は
、
鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
い
か
に
な

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
低
賃
銀
は
低
生
産
性
を
ど
の
程
度
補
足
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
に
戦
後
の
企
業
規
模
別
賃
銀
格
差
は
、
「
独
占
資
本
の
再
生
的
蓄

積
期
」
と
い
わ
れ
る
四
七
|
八
年
頃
を
端
緒
と
し
、
拡
大
化
に
向
い
ド
ッ

ジ
ラ
イ
ン
下
で
巾
小
企
業
の
倒
産
、
朝
鮮
戦
争
で
独
市
資
本
と
中
小
企
業

二
三
九



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

の
格
差
は
急
速
に
大
き
く
な
り
、
「
下
請
支
配
」
が
再
強
化
さ
れ
、
「
系

(
口
)

列
化
」
が
顕
著
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
賃
銀
の
格
差
と
付
加
価
値
生
産

性
の
格
差
と
が
構
造
的
に
成
立
」
す
る
の
は
、
五
五
年
以
降
の
「
重
化
学

〈

叩

叩

)

工
業
体
系
」
確
立
期
だ
と
さ
れ
る
。

『
経
済
白
書
』
(
六
一
年
版
)
の
い
う
と
お
り
「
高
度
経
済
成
長
期
」
に

賃
銀
柏
差
は
一
時
的
に
縮
少
傾
向
を
み
せ
た
が
、
六
六
年
頃
よ
り
ま
た
拡

大
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る

Q
中
小
企
業
白
書
』
六
七
年
版
三
ま
た
、
六

O

年
か
ら
六
四
年
の
間
に
大
企
業
の
労
働
生
産
性
上
昇
率
は
一

0
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
賃
銀
上
昇
率
は
一

0
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
四
年
か
ら
六
八
年
の

間
に
、
労
働
生
産
性
上
昇
率
一
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
住
民
銀
上
昇
率
は
一

一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
中
小
企
業
は
労
働
生
産
性
上
昇
率
六
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
に
た
い
し
て
、
賃
銀
上
昇
率
は
一
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
0
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
た
い
し
て
一
一
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

「
高
度
成
長
期
」
に
、
大
企
業
は
生
産
性
を
あ
げ
た
が
、
中
小
企
業
は

そ
う
℃
は
な
い
。
こ
れ
が
卸
売
物
価
の
上
昇
率
停
滞
、
消
費
者
物
価
の
上

昇
要
凶
と
な
っ
た
の
は
局
知
の
と
う
り
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
生
産
性
と
賃

銀
の
関
係
は
、
鉄
鋼
業
で
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
品
川
用
工
、
臨
時
工

合
計
の
賃
銀
格
差
を
一
貫
(
高
炉
〉
、
単
独
(
平
炉
)
別
に
み
る
に
、
そ

の
格
差
は
、
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
六
七
年
に
、
単
独
メ
ー
カ
ー
の
賃
銀
は

一
貫
メ
ー
カ
ー
賃
銀
の
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
鋼

塊
ト
ン
当
り
労
賃
を
算
出
す
る
に
、
単
独
メ
ー
カ
ー
平
炉
を
一

0
0と
し

た
ば
あ
い
、
一
貫
メ
ー
カ
ー
平
炉
と
の
差
は
縮
少
し
、
五
二
年
の
七

O
か

ら
六
七
年
は
九
七
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
一
貫
メ
ー
カ
ー
の
み
装
備
す
る

(単位:円〕業態別時間当り賃銀額推移(表 19)

炉圧・電単平il' 出ト¥

年~: 銀銀賃銀賃

( 99.1) ( 98.5) 114.4 
(100.0) 

(100.0) 113.1 
(100.0) 

1955 

( 77.9) ( 96.2) 157.1 
(141.0) 

(100.0) 163.3 
(144.4) 

1960 

二
因
。

( 76.8) 

i-(:川fjil--11
190.3 
(169.8) 

( 81. 3) 201.5 
(180.9) 

(100.0) 247.9 
(219.2) 

378. ，1 
(334.6) 

1965 

1969 



転
炉
で
計
算
し
た
ば
あ
い
の
そ
れ
は
た
っ
た
三

O
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
こ

れ
の
み
を
み
て
も
、
単
独
平
炉
は
粗
鋼
生
産
に
お
い
て
、
全
く
、
低
賃
銀

を
基
盤
に
し
て
も
、
存
立
の
根
拠
の
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

圧
延
工
程
に
つ
い
て
も
、
一
貫
メ
ー
カ
ー
の
所
要
労
働
時
間
は
平
均
し

て
平
電
炉
単
圧
企
業
の
約
三
分
の
一
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
平
電
炉

単
正
企
業
の
賃
銀
単
価
は
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
の
八

Q
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
あ

円四〉

る
。
あ
き
ら
か
に
、
低
賃
銀
は
、
低
生
産
性
を
な
ん
ら
補
足
し
な
い
。

(
口
)
小
林
義
雄
『
戦
後
日
本
経
済
史
』
一
八

0
ペ
ー
ジ
、

(
ゆ
〉
山
田
盛
太
郎
町
一
戦
後
再
生
産
構
造
の
段
階
と
農
業
形
態
i
!
?守
+
B
H口の

お
よ
び
∞
n
E
o
E
h
w
の
崩
壊
と
再
編
l
l
i
b
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
玉
垣
良
典
氏

は
「
日
本
資
本
主
義
の
『
繊
維
主
業
段
階
か
ら
重
化
学
工
業
段
階
へ
』
と
い
う

把
握
視
点
は
、
た
ん
に
生
産
力
水
準
や
送
業
構
造
の
高
度
化
の
側
面
に
関
連
す

る
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
も
生
接
関
係
の
質
的
側
面
、
一
社
会
の
性
格
に
お
け

る
変
化
を
ふ
く
む
す
ぐ
れ
て
歴
吏
理
論
的
な
把
握
視
点
」
(
「
日
本
資
本
主
義
の

両
生
産
横
造
|
|
段
階
規
定
と
特
質
把
紅

l
l」
専
修
大
学
初
公
科
学
研
究
所

編
『
日
本
資
本
主
義
構
造
の
研
究
』
七
二
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
八
年
七
月
未
来

社
)
だ
と
し
て
お
ら
れ
る

(
ゆ
)
賃
銀
格
差
の
原
因
に
つ
い
て
は
相
対
的
過
剰
人
口
説
、
生
産
性
格
差
日
技

術
絡
差
説
な
ど
穣
々
の
見
解
が
あ
る
。

中
村
静
治
氏
は
、
「
高
度
成
長
↓
労
働
力
不
足
↓
賃
銀
格
差
の
縮
小
」
論
(
『
経

済
白
書
』
一
九
六
一
年
版
)
を
批
判
さ
れ
た
の
ち
、
農
村
の
遅
れ
た
生
産
関
係

を
基
盤
と
す
る
過
剰
労
働
の
存
在
は
、
中
小
企
業
一
般
の
存
在
の
基
盤
に
は
な

っ
て
も
賃
銀
格
差
の
原
因
に
は
不
充
分
だ
(
前
掲
書
一
人
九
ペ
ー
ジ
)
、
「
(
企

業
向
の
)
賃
銀
格
差
や
隷
属
的
な
関
係
」
(
カ
ッ
コ
内
|
引
用
者
)
は
、
日
出
産

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

性
格
差
が
大
き
い
か
ら
こ
そ
生
ず
る
」
(
同
一
九

0
ペ
ー
ジ
〉
「
『
二
重
構
造
』
の

基
本
的
内
容
は
生
産
性
の
裕
差
、
し
た
が
っ
て
技
術
の
隔
絶
」
(
同
一
九
一
ペ

ー
ジ
〉
に
あ
る
と
さ
れ
、
技
術
格
差
の
原
因
は
、
外
国
技
術
の
導
入
が
、
独
占

企
業
中
心
に
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
「
大
企
業
と
中
小
企
業
の
技
術
格

差
の
解
消
、
し
た
が
っ
て
い
わ
ゆ
る
ご
重
構
造
の
解
消
な
い
し
縮
少
に
は
、
技

術
の
外
国
依
存
の
克
服
と
い
う
命
題
が
出
さ
れ
て
く
る
」
(
同
二

0
0
ペ
ー
ジ
〉

と
し
て
、
賃
銀
格
差
の
原
因
を
「
技
術
の
外
国
依
存
」
に
求
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
技
術
格
差
H
生
産
性
格
差
日
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
要
因
は
、
規

模
の
差
に
あ
る
。
す
な
は
ち
、
「
競
争
戦
は
商
品
の
低
廉
化
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
。
商
品
の
低
廉
は
、
他
の
諸
事
情
が
同
等
な
ら
ば
労
働
の
生
産
性
に
依
存
す

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
後
者
は
生
産
の
規
模
に
依
存
す
る
」
(
カ
ー
ル
・
マ
ル

ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
部
第
七
篇
第
一
一
三
章
、
デ
ィ

l
ツ
版
、
六
六

0
ペ
ー

ジ
、
長
谷
部
訳
角
川
文
庫
版
九
入
、
へ

1
ジ
〉
規
模
の
差
は
、
少
く
と
も
資
本
主

義
社
会
で
は
解
消
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
生
産
性
格
差
も
縮
少
し
な
い
。

さ
ら
に
、
独
占
資
本
主
義
段
階
で
は
、
技
術
は
独
占
資
本
に
よ
っ
て
独
占
さ

れ
る
こ
と
は
輸
入
技
術
で
あ
ろ
う
と
自
主
開
発
技
術
で
あ
ろ
う
と
、
実
り
は
な

い
。
技
術
獲
得
に
は
英
大
な
資
本
が
必
要
と
さ
れ
、
実
用
化
す
る
に
も
資
本
が

必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
な
し
う
る
の
は
独
占
資
本
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。

滝
沢
氏
は
、
「
相
対
的
蓄
積
資
本
不
足
|
相
対
的
労
働
力
過
剰
」
の
「
場
」
で

の
川
終
身
雇
用
制
度
、
年
功
序
列
型
賃
銀
制
度
、

ω労
働
者
組
織
日
労
働
組
合

の
規
模
別
格
差
問
賃
銀
支
払
能
力
の
規
模
別
格
差
が
、
賃
銀
格
差
の
原
因
だ
と

さ
れ
聞
が
歴
史
的
に
先
行
し
、
川
が
直
接
的
契
機
と
な
り
、

ωが
維
持
、
強
化

し
た
(
山
中
篤
太
郎
編
円
経
済
成
長
と
中
小
企
業
』
ニ

0
0
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ

る
。
す
な
は
ち
、
歴
史
的
に
は
、
賃
銀
支
払
能
力
の
格
差
を
重
視
さ
れ
る
。

篠
原
三
代
平
氏
は
、
「
『
ニ
極
集
中
型
二
重
構
造
』
の
形
成
に
さ
い
し
て
は
資

二
四



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

本
集
中
が
最
大
の
一
筏
刻
を
に
な
っ
て
き
た
」
(
『
終
涜
成
長
の
構
造
』
一
九
六
四

年
、
国
元
書
房
、
一

O
一
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
る
の
す
な
は
ち
、
氏
は
労
働
力
過

剰
を
前
提
地
盤
と
し
て
、
「
間
接
金
融
方
式
下
」
で
、
資
本
集
約
度
の
規
模
別

傾
斜
↓
生
底
性
の
規
模
別
傾
斜
↓
賃
銀
の
規
模
別
傾
針
が
「
二
重
構
造
」
形
成

を
促
進
し
た
。
「
遅
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
国
が
先
進
工
業
国
の
高
い
技
術
水
準

を
ど
ん
ど
ん
導
入
し
、
短
期
間
に
先
進
国
に
急
進
し
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
」
と

さ
れ
、
さ
ら
に
、
大
企
業
で
は
、
技
能
エ
、
熱
線
エ
を
系
統
的
に
ム
養
成
す
る
必

要
か
ら
、
年
功
序
別
、
終
身
雇
用
制
で
賃
銀
格
差
は
明
瞭
と
な
る
、
と
さ
れ

噌也。
こ
こ
で
篠
原
氏
の
い
う
「
資
本
集
中
」
と
い
う
概
本
は
、
資
本
に
よ
る
資
本

の
収
奪
と
い
う
、
マ
ル
ク
ス
の
概
念
と
異
る
こ
止
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
(
集

中
の
ニ
有
力
指
析
の
一
つ
信
用
の
役
割
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
〉
賃
銀
格
差

の
復
接
的
契
機
を
生
産
性
格
差
に
あ
り
と
す
る
点
は
、
先
の
中
村
静
治
氏
と
同

じ
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
解
消
に
は
「
労
働
力
不
足
」
が
重
要
な
役
割
を
に
な
う
と
さ

れ
る
c

「
二
極
集
中
型
二
墓
構
造
を
形
成
し
た
歴
史
的
発
端
が
た
と
え
資
本
集

中
機
構
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
解
消
の
発
端
に
は
シ
ン
メ
ト
リ
ー
が
働
き

は
し
な
い
」
(
二
三
三
ペ
ー
ジ
〉
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
が
過
去
に
た
ど
っ
て
き
た

道
筋
を
参
照
す
る
と
さ
あ
き
ら
か
で
あ
る
と
す
る
ハ
岡
、
一

O
一
ペ
ー
ジ
)

が
、
賃
銀
格
差
の
縮
小
↓
山
中
小
企
業
の
倒
産
↓
「
二
重
構
造
」
解
消
を
主
設

さ
れ
る
の
か
、
問
中
小
企
業
の
生
産
性
上
昇
↓
大
企
業
と
の
並
存
(
現
実
に
は

不
可
能
で
あ
る
が
)
を
主
張
さ
れ
る
の
か
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
氏
の
「
仮

定
」
を
前
提
に
し
て
も
、
な
に
よ
り
も
「
原
図
」
が
除
去
き
れ
な
い
の
に
、

「
結
呆
」
が
除
去
さ
れ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
つ
間
接
融
資
方
式
」
が
、
解
体
さ
れ
れ
ば
、
「
二
重
構
造
が
解
消
す
る

二
四
二

で
あ
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
杏
で
あ
る
。
「
間
接
融
資
方
式
」
は
「
二

重
構
造
」
の
促
進
要
因
で
は
あ
る
が
、
原
因
で
は
な
い
。

「
賃
銀
格
差
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
物
的
生
産
性
ま
た
は
付
加
価
値
生
産
性

格
差
と
か
、
賃
金
階
級
別
労
働
力
構
成
の
規
模
別
相
違
と
か
を
反
映
す
る
も
の

で
、
こ
の
変
化
な
く
し
て
は
、
賃
銀
格
差
は
縮
小
す
る
は
ず
は
な
い
と
い
う
諸

説
が
あ
り
、
必
ず
し
も
い
ず
れ
の
説
が
も
っ
と
も
納
得
的
か
ど
う
か
の
決
着
が

つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
(
高
梨
晋
「
中
小
企
業
労
働
者
、
零
細
経
営
」
、

氏
原
編
『
日
本
の
労
働
市
場
』
一

O
八
ペ
ー
ジ
〉
と
い
わ
れ
る
。
鉄
鋼
業
に
お

け
る
賃
銀
格
差
の
利
用
形
態
は
次
節
以
降
で
考
察
す
る
が
、
さ
し
あ
た
り
、
基

本
的
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
賃
銀
格
差
の
原
因
は
、
自

給
的
側
面
の
強
い
、
小
商
品
生
産
者
で
あ
る
農
民
を
残
存
さ
せ
て
こ
れ
ま
潜
在

的
過
剰
人
口
|
低
賃
銀
労
働
力
基
盤
と
し
て
利
用
し
て
発
達
し
た
日
本
資
本
主

義
の
資
本
蓄
積
構
造
に
あ
る
。
独
占
資
本
は
、
一
面
で
資
本
の
有
機
的
構
成
を

高
め
、
相
対
的
過
剰
人
口
を
生
み
だ
し
、
他
方
、
中
小
企
業
を
収
奪
し
、
そ
の

生
産
性
上
田
討
を
遅
ら
せ
、
相
対
的
過
剰
人
口
を
低
賃
銀
労
働
者
と
し
て
、
低
生

庄
性
の
中
小
資
本
と
結
合
さ
せ
た
。
お
よ
そ
労
働
力
の
価
値
が
一

oovm支
払

わ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
と
く
に
中
小
企
業
労
働
者
が
、
現
在
の
社
会
の
発
展

度
を
前
提
と
す
る
標
準
的
労
働
時
間
で
あ
る
八
時
間
労
働
で
、
労
働
力
を
再
生

産
出
来
な
い
こ
と
は
、
所
定
外
労
働
時
間
(
残
業
)
の
多
い
こ
と
に
も
あ
ら
わ

れ
て
い
る
(
図
1
参
照
)
。
残
業
時
間
警
含
め
て
、
な
お
大
企
業
の
所
定
内
賃

銀
額
以
下
で
あ
る
。
大
企
業
の
相
対
的
高
賃
銀
の
基
盤
は
独
占
利
潤
に
あ
る
。

生
産
性
格
差
↓
賃
金
格
差
説
は
「
中
小
企
業
近
代
化
論
」
を
導
く
。
賃
銀
格
差

は
現
代
に
お
い
て
、
労
働
者
の
分
割
支
配
↓
「
労
働
費
族
」

l
改
良
主
義
路
線

支
持
層
の
確
保
と
い
う
客
観
的
役
割
を
呆
し
て
い
る
。
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戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
送
構
造

鉄
鋼
独
占
資
本
に
よ
る
低
賃
銀
労
働
力
使
用
形
態

1
l
i
臨
時
工
・
社
外
工
ー
ー
ー

以
上
、
高
度
成
長
過
程
で
独
占
の
支
配
力
が
強
化
し
、
中
小
鉄
鋼
企
業

は
、
唯
一
の
有
利
な
条
件
と
し
て
の
低
賃
銀
労
働
者
を
使
用
し
て
も
生
産

性
格
差
が
大
き
く
、
低
賃
銀
労
働
者
を
使
加
す
る
こ
と
の
み
で
は
、
中
小

企
業
は
自
立
し
て
存
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
み
た
。
さ
ら
に
、

こ
こ
で
低
賃
銀
労
働
者
は
、
中
小
企
業
に
の
み
固
有
の
も
の
で
は
な
い
こ

と
安
示
そ
う
。

す
な
わ
ち
、
大
手
鉄
鋼
企
業
も
、
低
賃
銀
労
働
者
を
使
用
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

大
手
鉄
鋼
業
に
お
け
る
、
低
賃
銀
労
働
者
の
使
用
形
態
は
臨
時
工
、
社

外
工
で
あ
る
。

臨
時
工
は
、
主
と
し
て
機
械
工
業
直
接
生
産
部
門
で
本
工
よ
り
下
位
の

職
務
を
担
当
す
る
半
熟
練
工
と
、
主
と
し
て
装
置
工
業
の
間
接
作
業
部
門

で
作
業
す
る
不
熟
時
工
が
あ
り
、
ま
た
社
外
工
に
も
、
主
と
し
て
造
船
業

に
お
け
る
熟
練
工
の
系
譜
を
ひ
く
直
接
生
産
部
門
で
作
業
す
る
社
外
工

と
、
主
と
し
て
装
置
彪
業
間
接
部
門
で
作
業
す
る
不
熟
練
工
の
系
譜
や
一
ひ

ハ
叩
出
)

く
社
外
工
に
分
類
さ
れ
る
。

(
初
)
山
本
潔
「
大
企
業
労
働
者
」
氏
原
正
治
郎
編
『
日
本
の
労
働
市
場
』
一
九

六
七
年
、
日
本
評
論
社
、
五
七
五
八
ペ
ー
ジ
。

鉄
鋼
業
に
お
け
る
臨
時
工
、
社
外
工
は
、
ほ
と
ん
ど
、
間
接
部
門
を
担

当
す
る
不
熟
練
労
働
者
で
あ
る
。

一貫単独別本エ臨時工別賃銀格差(表 21)

工時臨

45.9 
53.0 

100 
100 

38.4 
48.4 

100 
100 

38.2 
46.9 

100 
100 

40.5 
44.2 

100 
100 

二
四
回

39.3 
51.3 

100 
100 

43.9 
65.5 

100 
100 C逗炉・ 59.4)

(電炉・ 74.0)
47.1 
64.8 

労働大臣官房労働統計調杢部『労働生産性統計調査報告』各年版より

エ本

100 
100 

日l

1952 

1957 

1959 

1960 

1961 

1964 

1967 



一
九
五
四
年
の
鉄
鋼
全
生
疲
労
働
者
に
占
め
る
臨
時
工
の
比
率
は
八
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
八
年
に
は
一

0
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
を

大
手
高
炉
六
社
と
そ
の
他
の
四
七
社
に
つ
い
て
比
較
す
る
に
大
手
メ
ー
カ

ー
は
、
五
四
|
五
六
年
平
均
八
・
四
ハ
1

セ
ン
ト
、
大
手
以
外
四
七
社
は

一
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
大
手
以
外
四
七
社
の
臨
持
工
使
用
比
率

が
高
い
(
表
却
〉
。

本
工
と
臨
時
工
の
賃
銀
格
差
は
非
常
に
大
き
く
(
表
幻
)
臨
時
工
賃
銀

の
比
較
を
一
貫
単
独
別
に
み
る
に
、
一
貫
メ
ー
カ
ー
で
は
臨
時
工
賃
銀
は

木
工
賃
銀
の
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
強
で
あ
り
、
単
独
メ
ー
カ
ー
で
は
五

O
パ

ー
セ
ン
ト
弱
で
あ
り
、
本
工
賃
領
と
の
比
較
で
は
、
単
独
メ
ー
カ
ー
の
臨

時
工
賃
銀
が
高
い
。
さ
ら
に
、
一
貫
メ
ー
カ
ー
の
臨
時
工
賃
銀
と
単
独
メ

ー
カ
ー
の
臨
時
工
賃
銀
の
比
較
で
は
、
木
工
賃
銀
と
は
逆
に
、
単
独
メ
ー

カ
ー
の
賃
銀
が
高
い
ハ
一
貫
メ
ー
カ
ー
の
臨
時
工
賃
銀
は
、
単
独
メ
ー
カ

ー
の
そ
れ
の
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
〉
。
し
か
し
大
手
に
比
較
し
て
、

単
独
メ
ー
カ
ー
の
臨
時
工
使
用
比
率
が
高
い
た
め
、
臨
時
工
使
用
に
よ
る

賃
銀
節
約
率
は
、
大
手
高
炉
メ
ー
カ
ー
よ
り
高
い
で
あ
ろ
う
。

臨
時
工
使
用
目
的
は
、
本
工
賃
銀
の
圧
迫
と
、
景
気
変
動
対
応
策
で
あ

る
。
五
七
年
不
況
で
の
臨
時
工
整
理
人
員
は
五
、

0
0
0名
で
あ
り
、
翌

々
年
に
は
逆
に
て
三

0
0
0名
増
加
し
て
い
る
。
だ
が
、
八
幡
製
鉄
な

(

幻

)

ど
は
、
一
九
五
九
年
以
降
、
臨
時
工
制
度
を
廃
止
「
臨
時
工
の
社
外
工
化
」

政
策
を
と
っ
た
。
鉄
鋼
業
に
お
い
て
、
鶴
時
工
、
日
雇
ヱ
の
数
率
は
、
一

九
六

O
年
を
ピ

l
ク
に
低
下
し
て
い
る
。
社
外
ヱ
を
除
く
会
鉄
鋼
労
働
者

に
占
め
る
、
臨
時
、
日
一
雇
一
ヱ
の
比
率
は
、
六

O
年
の
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
か

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

ら
、
六
九
年
に
は
こ
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
し
て
い
る
。

ハ
幻
)
染
谷
孝
太
郎
氏
は
臨
時
工
、
日
雇
工
制
度
の
廃
止
↓
本
ヱ
化
の
原
因
は
、

八
幡
製
鉄
の
ば
あ
い
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
川
「
急
進
的
」

な
臨
時
工
組
合
を
、
「
漸
進
的
」
な
本
工
組
合
に
一
本
化
し
、
第
二
次
合
理
化

の
一
環
た
る
配
転
を
円
滑
に
お
こ
な
う

o
m下
請
労
働
者
の
大
幅
使
用
に
反
対

し
て
い
た
臨
時
工
組
合
の
解
消
に
よ
っ
て
、
社
外
工
増
加
を
は
か
る
。
間
同
生
産

性
よ
昇
に
よ
っ
て
、
臨
時
ヱ
の
単
純
出
来
高
払
い
制
度
を
、
木
工
の
業
績
手
当

制
度
に
し
た
ほ
う
が
、
賃
銀
支
払
い
額
が
少
い
。
そ
の
他
、
命
令
系
統
の
単
純

化
、
労
働
意
欲
の
増
大
、
組
合
対
策
の
合
理
化
、
本
工
解
雇
条
件
を
も
っ
て
す

る
高
令
者
、
病
弱
者
の
整
理
、
戸
畑
地
区
で
の
本
工
需
要
増
大
(
「
高
度
成
長

の
な
か
で
の
鉄
鋼
社
外
ヱ
ハ
下
〉
」
、
毎
日
新
聞
社
町
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
六

三
年
二
月
二
六
日
〉
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
臨
時
工
、
日
一
居
工
と
こ
と
な
り
下

請
企
業
労
働
者
(
社
外
工
〉
は
、
親
企
業
と
の
間
に
直
接
契
約
は
な
く
、
下
請

企
業
経
営
者
を
通
し
て
間
接
的
で
あ
る
た
め
、
労
働
対
策
が
容
易
で
あ
る
。

鉄
鋼
業
に
お
け
る
下
請
(
関
連
)
企
業
数
と
、
そ
の
労
働
者
数
に
関
す

る
ま
と
ま
っ
た
全
国
的
統
計
と
し
て
は
鉄
鋼
連
盟
の
『
鉄
鋼
業
の
安
全
管

理
概
況
』
が
唯
一
の
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
下
請
企
業
労
働
者

の
全
鉄
鋸
労
働
者
に
た
い
す
る
比
率
は
、
一
九
六
九
年
新
日
鉄
会
工
場
平

均
五

0
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
(
最
新
鋭
君
津
工
場

1
七
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

l
た
だ
し
、
常
続
作
業
者
の
比
率
は
も
っ
と
低
い
〉
、
日
本
鋼
管
四
五
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
、
川
崎
製
鉄
H

四
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
住
友
金
属

1
四

一
二
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
、
神
戸
製
鋼

1
一
三
了
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
手
五
社

は
、
神
戸
製
鋼
を
除
き
、
下
請
労
働
者
数
は
四

O
i五
O
パ
ー
セ
ン
ト
を

二
四
五
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占
め
て
い
る
。
高
炉
メ
ー
カ
ー
で
は
あ
る
が
、
新
日
鉄
系
列
の
日
新
製
鱗

の
コ
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
阪
製
鋼
日
二
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
大

手
よ
り
一

O
l二
O
パ
ー
セ
ン
ト
低
位
で
あ
る
。
平
炉
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

大
谷
重
工
は
一
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
日
本
製
鋼
U

一
二
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
、
吾
嬬
製
鋼
二
九
・
九
パ

i
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
大
手
よ
り
下
請
化
率
は

低
い
。
ま
た
労
働
時
間
で
み
て
も
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
の
下
請
労
働
者
の
就

業
時
間
は
、
そ
の
他
メ
ー
カ
ー
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
。
高
炉
メ
ー
カ
ー
で

は
、
総
労
働
時
間
の
ほ
ぼ
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
下
請
企
業
労
働
者
の
労
働

時
間
で
あ
る
〈
表

m
v

製
鉄
労
働
者
の
最
底
辺
で
、
最
も
過
酷
な
労
働
条
件
に
あ
る
の
は
、

ハ
幻
)

「
労
働
下
宿
」
か
ら
の
下
請
企
業
臨
時
工
で
あ
る
。
彼
等
は
手
配
師
(
し

た
て
屋
、
た
こ
釣
り
)
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
暴
力
的
言
動
と
、
賃
銀
支

(

お

)

払
制
度
(
賃
銀
は
、
企
業
か
ら
労
働
下
宿
に
支
払
わ
れ
、
労
働
者
は
間
接

的
に
支
払
い
を
う
け
る
。
賃
銀
支
給
日
に
支
払
わ
れ
る
総
額
は
一
週
間
か

ら
一

O
日
以
前
ま
で
の
労
働
分
で
あ
り
、
労
働
下
宿
を
出
る
と
支
給
日
以

後
は
た
だ
働
き
に
な
り
、
こ
の
た
め
、
仕
方
な
し
に
「
労
働
下
宿
」
に
と

ど
ま
る
)
の
下
で
、
緊
縛
さ
れ
、
製
鉄
所
本
工
は
も
ち
ろ
ん
、
下
請
企
業

本
工
も
し
な
い
、
危
険
な
、
た
と
え
ば
「
強
い
力
で
回
転
す
る
ベ
ル
ト
の

(

別

)

プ
i
リ
l
の
そ
ば
で
の
仕
事
」
な
左
を
す
る
の
で
あ
る
。

戦
前
、
強
制
的
に
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
と
被
差
別
部
落
民
に
支
え
ら
れ

て
い
た
高
炉
の
危
険
な
労
働
は
、
戦
後
、
「
労
働
下
宿
」
の
労
働
者
と
被

差
別
部
落
氏
と
閉
山
炭
住
の
労
働
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
等

は
、
下
請
企
業
か
孫
請
企
業
の
臨
時
工
・
日
雇
工
で
あ
る
。

d会.

ロ



円
明
以
)
「
労
働
下
宿
」
の
「
経
済
外
的
強
力
」
「
半
封
建
的
労
働
関
係
」
の
復
活

に
関
し
て
社
会
政
策
学
会
で
論
争
さ
れ
た
〈
山
本
潔
、
前
掲
、
六
一
ペ
ー
ジ
)

(お

-
M
)
鎌
田
懇
「
『
労
働
下
宿
』
の
記
録
」
『
中
央
公
論
』
一
九
七
一
年
六

月
二
五
目
、
経
営
問
題
夏
季
特
集
号
)
尚
、
深
田
俊
祐
『
新
日
鉄
の
底
辺
か
ら

i
下
請
労
働
者
の
報
告
|
』
ハ
一
九
七
一
年
一
一
二
書
房
)
に
は
、
「
(
下
誇
企
業
)

本
工
に
な
っ
た
ら
給
料
が
四
十
五
日
遅
れ
る
で
し
ょ
う
が
。
一
ヶ
月
働
い
た
分

を
十
五
日
後
に
く
れ
る
と
で
す
け
、
そ
の
問
ど
う
し
て
食
う
て
い
く
か
思
案
す

っ
と
で
す
も
ん
ね
」
と
臼
給
を
必
要
と
す
る
故
に
低
賃
銀
〈
一
日
て

0
0
0

円
、
残
業
二
時
間
三
五
八
円
〉
で
働
く
婦
人
労
働
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
が
世
界
最
大
の
鉄
鋼
企
業
の
労
働
者
の
賃
銀
で
あ
る
。

労
働
組
合
が
組
織
さ
れ
、
比
較
的
条
件
の
良
い
下
請
企
業
本
工
の
賃
銀

(
お
〉

で
も
、
親
企
業
本
工
賃
銀
の
五

O
i六
O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
下
請
企

(
お
)

業
の
臨
時
・
日
一
雇
一
工
の
賃
銀
お
よ
び
、
組
合
の
無
い
下
請
企
業
の
賃
銀
が

さ
ら
に
低
い
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
よ
う
。

(
お
)
図
I
|
新
日
本
製
鉄
労
働
組
合
協
議
会
「
新
日
本
製
鉄
関
連
諸
労
働
条
件

実
態
調
杢
ま
と
め

L
2
九
七
-
-
一
ニ
〉
よ
り

l
参
照
。
な
お
、
国
際
的
な
鉄

鋼
コ
ス
ト
の
比
較
資
料
、
鉄
鋼
連
盟
の
海
外
市
場
調
査
議
員
会
が
『
コ
ス
ト
構

造
の
分
折
』
(
一
九
六
四
年
〉
に
よ
る
と
鋼
材
ト
ン
当
り
労
務
費
は
、
一
九
六
二

年
、
日
本
二
三
・
一
ド
ル
、
ア
メ
リ
カ
八
六
・
五
ド
ル
、
西
ド
イ
ツ
四
一
・
五
ド

ル
、
イ
ギ
リ
ス
五

0
・
四
ド
ル
で
あ
り
、
日
本
の
ト
ン
当
り
労
務
費
は
非
常
に

低
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
ト
ン
当
り
労
務
費
が
低
い
の
は
主
と
し
て
生
産
性
が

高
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
(
大
木
達
治
『
鉄
鋼
の
突
際
知
識
』
一
九
六
七

年
七
月
東
浄
経
済
新
版
社
二
三
六
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
だ
が
労
務

費
が
ひ
く
い
の
は
、
主
と
し
て
、
下
請
企
業
労
働
者
の
労
働
時
間
及
び
そ
の
貿

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

銀
が
、
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
低
賃
銀
の
故
で
あ
る
。
そ
の
他
、
臨
時

工
、
日
一
一
成
工
の
賃
銀
も
加
算
さ
れ
て
い
な
い
。
臨
時
工
、
日
雇
ヱ
の
数
は
、
金

鉄
鋼
労
働
者
数
の
ほ
ぼ
一
一

l
三
労
で
あ
る
か
ら
、
労
務
費
総
額
に
与
え
る
影
響

は
少
い
と
し
て
も
〔
六
二
年
に
、
臨
時
工
、
日
雇
ヱ
の
賃
銀
を
加
算
す
る
と
、

ト
ン
当
り
労
務
費
は
二
二
了
一
ド
ル
か
ら
二
二
了
七
二
ド
ル
へ
と
上
昇
す
る
の

み
で
あ
る

|
i
『
コ
ス
ト
構
造
の
分
折
』
三
ペ
ー
ジ
)
下
請
企
業
労
働
者
の

労
働
時
間
は
、
ほ
ぼ
本
ヱ
の
労
働
時
間
に
匹
敵
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
、

本
工
並
の
賃
銀
を
下
請
企
業
労
働
者
に
支
払
う
と
、
労
務
費
額
は
一
挙
に
二
倍

に
な
る
。
す
で
に
み
た
と
う
り
、
下
請
企
業
労
働
者
の
賃
銀
を
本
工
賃
銀
の
ほ

ぼ
六

O
M
と
し
て
も
、
労
務
費
は
一
・
六
倍
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
六
四
年
の
ト
ン
当
り
鋼
材
生
産
所
饗
労
働
時
間
を
、
大
木
氏
の
引
用
さ
れ

る
『
コ
ス
ト
構
造
の
分
析
』
の
数
字
と
『
鉄
銀
統
計
要
覧
』
の
数
字
号
使
用
し

て
逆
算
す
る
と
、
日
本
一
ニ
。
.
九
時
間
、
ア
メ
リ
カ
は
二
四
・
七
時
間
で
あ

る
。
日
本
は
下
誇
企
業
労
働
者
、
日
雇
、
臨
時
労
働
者
を
加
算
し
な
い
数
字
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
鉱
山
部
門
の
労
働
者
数
を
加
算
し
た
数
字
で
あ
る
。
す
な

は
ち
、
日
本
の
突
際
の
労
働
時
間
は
こ
の
二
倍
程
度
で
あ
り
、
(
さ
き
に
み
た

労
務
費
額
は
、
本
工
賃
制
離
の
み
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
落
し
て
は

な
ら
な
い
)
。
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
は
、
鉱
山
部
門
労
働
者
を
含
む
た
め
実
際
よ

り
多
く
で
て
い
る
。
以
上
の
考
察
よ
り
、
少
く
と
も
、
六

O
年
初
め
に
は
、
日

本
の
鉄
鋼
労
働
生
産
性
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
と
い
い
う
る
。

ま
た
『
主
要
企
業
経
営
分
析
』
は
お
け
る
「
製
造
費
用
」
の
う
ち
、
労
務
費

率
は
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
が
外
注
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
一
九
五
四

年
上
期
に
お
け
る
、
製
造
費
用
に
占
め
る
外
注
費
割
合
は
一
・
九
四
勿
で
あ
っ

た
が
、
六

O
年
上
期
に
は
ニ
・
八
九
Mm
、
六
四
年
上
期
=
了
二
六
%
、
七

O
年

上
期
に
は
、
四
・
九
%
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
本
末
、
鉄
鋼
企
業
の
労
賃
で

二
四
七



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

(図 1) 
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(表
23)
鋼
材
ト
ン
当
り
原
価
構
成

(
単
位
:
ド
ル
)

ド
ー
費
(
副
主
|
ト
ー
費

1 1主君!平
I+i
子|

計
日
|
米
自
|
米
自
J
ー
と
戸

口
|
米
1
c
 luvω 
日
|
米
自
|
米

1951 
5.6 

42.3 I
 
19.9 I
 54.7 

44.3 
32.6 

3.3 
0.4 
138.9 

1.
5
 

52 
3.9 

7.7 
67.7 
43.5 
20.1 
63.4 
36.1 
42.7 

6.9 
0.6 
134.7 

1.
5
 

53 
5.4 
8.8 
56.5 
43.4 
22.0 
62.0 
43.2 
36.7 

7.3 
0.6 
134.4 
15
1.
5
1
1
0
5
.
1
1
 
88.9; 
4. 
1.
4
 

54 
6
.
7
 
1
1.
9
 
50.3 
37.0 
23.5 
67.4 
37.2 
4
1.
1
 
9.0 
0.7 
126.7 
1
5
8
.
1
1
 
94.21 
90.0: 
4. 
1.
3
 

55 
7.1 
10.0 
53.5 
40.5 
22.3 
6
1.
9
 
44.3 
36.5 

6.9 
0.6 
134.1 
149.5 
1
 104.91 
87.0: 
4. 
1.
4
 

56 
7.5 
10.3 
62.5 
48.0 
26.4 
68.7 
66.9 
4
1.
9
 
5.3 
0.6 
168.6 
169.5 
1
 136.91 
100.2; 
5. 
1.
5
 

57 
8.8 

7
1.
7
 
43.0 
29.4 

77.5 
62.2 
48.1 

7.0 
0.6 
179.1 
1
7
9
.
9
1
 
142.71 
10
1.
8: 
4. 
1.
3
 

58 
7.9 

52.0 
40.5 
27.6 
87.9 
50.0 
5
1. 7
 
8.6 

1.
0
 
146.1 

1.
2
 

59 
12.0 
10.8 
49.8 
40.3 
24.6 
84.5 
47.9 
60.9 

7.6 
1.
2
 
14
1.
9
 
1
9
7
.
7
1
1
0
9
.
7
1
1
1
2
.
0
 
4. 
1.
3
 

60 
14.2 
10.9 

37.6 
23.3 
86.7 
45.4 
52.7 i
 
7.7 

1.
2
 
140.0 
1
8
9
.
1
1
1
0
9
.
0
1
1
0
0
.
2
，
 
4. 
1.
2
 

61 
12.0 
12.4 
48.8 
40.3 
20.0 
9
1.
1
 I
 49.5 

50.7 
8.2 

1.
7
 
138.5 
196
・2
1
1
1
0
.
3
1
1
0
3
.
4
!
5
・
1
1.
1
 

62 
12.4 
15.6 
46.8 
37.6 

86.5 
43.4 
58.3 

10.2 
1.
7
 
135.9 
199.7 
102.6 
11
1.
5
 
4.4i 
1.
3
 

63 
11.9 
15.9 
46.1 

36.4 
2
1.
2
 
87.5 
42.8 
46.7 

9.9 
1.
6
 
131.9 
188.1 
l
o
o
-
8
9
9
.
0
 
71 
4.8 
1.
1
 

64 
11.2 
15.1 
44.4 
36.0 

19.8 
83.1 
5
1.
9
 
53.6 

9.5 
189.2 
107.51 
104. 

1.
3
 

〈
資
料
〉

鉄
鋼
連
盟
海
外
市
場
調
査
委
員
会
『
コ
ス
ト
構
造
の
分
折
~
1964
年

日
本
の
労
務
費
計
算
は
臨
時
工
，
日
震
工
を
合
ま
な
L
、。
6
0
年
12
月
末
現
在
の
六
社
合
計
14
，375
人
(
鉄
連
発
表
〕
こ
れ
で
計
算
す
る
と
，
日
本
の
ト
ン
当
り
労

務
費
は
た
と
え
ば
，
62
年
で
23.72
ド
ル
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
は
鉱
業
部
門
従
事
者
労
務
費
も
含
む
。

C
は
償
却
費
，
原
料
費
，
高
日
原
料
費
そ
の
他
経
費
の
計
で
あ
る
。
V
は
労
務
資
で
あ
る
。

き
手
~
[
I
1
十
キ
造
語
悪
事
棋
な
対

j悩
縫
柑

11
園
長



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
崖
構
造

あ
る
、
下
請
企
業
の
労
賃
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
ど
う
よ
う
に
遇
産
省
『
工
業

統
計
表
』
に
お
い
て
も
、
下
請
企
業
労
貨
が
、
「
原
材
料
等
使
用
額
」
の
項
目

に
加
算
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
事
実
は
剰
余
価
値
で
あ

る
特
別
償
却
額
も
加
算
き
れ
て
い
る
。
特
別
償
却
の
額
は
、
一
九
五
七
年
、
八

幡
、
富
士
の
ば
あ
い
、
減
価
償
却
額
の
約
四

O
M
で
あ
る
。

(
町
山
)
臨
時
工
へ
の
依
存
度
は
、
零
細
下
請
企
業
(
九
九
人
以
下
)
で
高
く
、
中

規
模

2
0
0人
五

O
O
人
)
で
は
両
極
に
分
れ
、
大
規
模
〈
五

O
O
人
以

上
〉
で
は
再
下
請
の
可
能
性
が
高
く
、
社
外
工
が
多
く
な
る
。
(
九
州
産
業
大

晶
子
『
北
九
州
に
お
け
る
八
幡
製
鉄
所
関
連
下
請
企
業
の
実
態
』
一
九
七

O
年、

二
四
ペ
ー
ジ
三
下
請
企
業
臨
時
エ
の
賃
銀
は
一
九
六
八
年
で
下
請
企
業
本
工

よ
り
一
万
円
程
度
低
い
(
同
四
五
ペ
ー
ジ
)
。

下
請
企
業
労
働
者
の
労
働
時
間
が
非
常
に
多
い
た
め
大
手
高
炉
メ
ー
カ

ー
に
と
っ
て
、
鉄
鋼
生
産
コ
ス
ト
低
位
維
持
に
は
、
下
請
企
業
労
働
者
の

低
賃
銀
維
持
、
作
業
の
合
理
化
、
技
術
開
発
な
ど
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
た
め
八
幡
製
鉄
(
現
新
日
鉄
)
で
は
、
一
九
五

五
年
頃
よ
り
、
下
請
企
業
の
「
自
主
管
理
体
制
」
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
従
来
社
外
工
の
常
続
作
業
は
製
鉄
所
の
指
示
監
督
下
で
お
こ
な
っ

(
幻
)

て
い
た
も
の
を
下
請
企
業
の
一
自
主
管
理
」
で
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
合
理
化
」
を
推
進
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
社
民
二
、
五

O
O
人
、
年
間
鉄
清
扱
量
一
、
六

O
O万
ト

ン
を
ほ
こ
る
八
幡
の
「
協
力
企
業
」
吉
川
工
業
は
ト
ロ
ン
メ
ル
方
式
ス
ク

ラ
ッ
プ
選
別
機
を
八
幡
と
共
同
開
発
、
ま
た
シ
ュ

l
ト
詰
め
欽
屑
投
入
法

を
開
発
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
チ
ャ
ー
ジ
三

O
分
の
時
間
短
縮
を
お
な

二
五

O

っ
た
。
同
社
ば
大
分
製
鉄
所
に
も
三
ワ
億
円
の
設
備
投
資
を
お
こ
な
い
、

ま
た
戸
畑
の
転
炉
工
場
に
天
井
走
行
ク
レ
ー
ン
方
式
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー

ド
を
建
設
し
た
。
ま
た
、
鉄
鉱
処
理
部
門
を
下
請
し
て
い
る
浜
田
工
業

は
、
鉱
石
処
理
プ
ラ
ン
ト
を
八
併
に
一

O
億
円
で
建
設
、
君
津
に
む
一

O

億
円
プ
ラ
ン
ト
を
建
誌
、
こ
れ
は
、
ク
一
フ
ッ
シ
ャ
!
と
ス
ク
リ
ー
ン
(
選

別
機
)
の
連
結
を
一
ケ
所
に
集
約
し
、
処
理
コ
ス
ト
を
二

O
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
下
げ
た
。
大
分
工
場
に
も
一

O
億
円
で
建
設
の
予
定
と
さ
れ
る
。
同

社
は
「
自
主
管
畑
町
体
制
」
に
入
っ
て
か
ら
す
で
に
六

O
億
円
の
設
備
投
資

ハ
お
)

を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
下
請
企
業
労
働
者
の

低
賃
銀
と
あ
い
ま
っ
て
、
下
請
企
業
は
合
理
化
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
、
設
備
投
資
、
作
業
合
理
化
は
、
下
請
に
と
っ
て
下
請
契
約
を
続
行

す
る
た
め
の
不
可
欠
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

《
幻
・
お
)
日
刊
工
業
新
聞
社
『
月
刊
工
業
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
七
一
年
二

月
一
九
日

こ
の
下
請
企
業
の
合
理
化
、
再
編
成
政
策
は
、
貿
易
、
資
本
自
由
化
過

程
で
急
速
に
強
化
さ
れ
て
き
た
。
下
請
方
式
の
「
理
想
像
」
は
、
日
本
鋼

管
福
山
製
鉄
所
で
お
こ
な
っ
て
い
る
つ
福
山
方
弐
一
だ
と
さ
れ
〈
六
七
年

(
M
m
)
 

三
刀
北
九
州
経
営
幹
部
特
別
集
会
で
我
妻
八
幡
製
鉄
福
所
長
発
一
言
日
)
、
こ

れ
は
、
従
来
、
多
数
の
下
請
登
録
企
業
の
入
札
で
作
業
下
請
企
業
を
決
定

し
て
い
た
も
の
を
一
種
類
の
作
業
は
一
下
請
企
業
に
入
札
と
関
係
な
く
限

定
せ
ん
と
す
ろ
も
の
で
あ
り
下
請
企
業
の
設
備
を
重
視
す
る
方
繁
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
八
幡
製
鉄
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
設
備
投

資
能
力
の
な
い
下
請
企
業
が
多
い
。
ま
た
下
請
単
価
二
割
引
下
げ
な
ど
の



汽
ぬ
)

方
式
が
打
出
さ
れ
、
労
賃
上
昇
の
な
か
で
「
合
理
化
ー
一
投
資
が
強
制
さ
れ

て
い
る
。
先
に
み
た
ご
と
く
、
自
力
中
心
に
「
合
理
化
t

一
を
推
進
し
え
る

企
業
以
外
は
、
下
請
企
業
と
し
て
続
行
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て

(
m
m

・
鈎
)
九
州
産
業
大
学
『
北
九
川
に
お
け
る
八
幡
製
鉄
所
関
連
下
請
企
業
の

実
態
』
一
九
七

O
年
一
一
一
月

以
上
考
察
し
た
ご
と
く
、
低
賃
銀
利
用
は
、
中
小
企
業
の
み
な
ら
ず
、

大
子
高
炉
メ
ー
カ
ー
で
も
顧
著
で
あ
る
。
鉄
鋼
独
占
資
本
は
、
重
工
業
化

1
高
度
経
済
成
長
過
程
で
、
国
家
政
策
を
背
景
に
圧
倒
的
に
優
位
な
生
産

力
基
盤
を
確
立
し
、
こ
こ
に
み
た
ご
と
き
中
小
企
業
に
劣
ら
な
い
低
賃
銀

労
働
者
を
使
用
し
中
小
鉄
鋼
企
業
に
た
い
す
る
支
配
を
す
す
め
て
き
た
。

こ
の
結
果
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
は
企
業
数
、
ヱ
品
切
放
と
も
に
増
加
し
、
平

炉
メ
ー
カ
ー
は
、
企
業
数
工
場
数
と
も
に
減
少
し
、
電
炉
は
電
炉
鍋
の
特

色
の
故
に
、
そ
の
他
単
圧
企
業
と
と
も
に
企
業
数
、
工
場
数
は
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
鍛
材
生
産
量
の
う
ち
、
普
通
剣
・
特
殊
鋼
熱
間
圧
延
鋼
材
・

鍛
鍋
な
ど
に
お
い
て
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
の
占
拠
率
は
増
加
し
て
い
る
。
平

炉
メ
ー
カ
ー
の
占
拠
率
は
、
全
鋼
材
に
お
い
て
低
下
し
、
電
炉
メ

i
力

i

は
、
鍛
鋼
生
産
占
拠
率
は
上
昇
し
特
殊
鋼
生
辰
占
拠
率
は
低
下
し
て
い

る
。
こ
れ
は
六
一
年
以
降
、
技
術
向
上
に
よ
っ
て
量
産
に
適
し
た
機
械
構

造
用
炭
素
鋼

(
S
C
材
〉
や
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
な
ど
の
低
級
特
殊
鋼
に
つ
い

て
は
、
高
炉
溶
銑
使
用
に
よ
り
、
転
炉
に
よ
る
特
殊
鋼
生
産
が
可
能
と
な

ハ
担
〉

っ
た
た
め
高
炉
メ
ー
カ
ー
が
進
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

(
訂
)
『
特
殊
鋼
』
六
七
年
六
月
、
四
九
ペ
ー
ジ

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

業態別企業数・工場数推移

よ数ヱ;数字数エ;ム斗L品;数のエ
(表 24)

1952 496 612 4 11 18 50 42 64 432 

53 435 549 7 24 15 42 39 56 374 427 

55 495 607 7 25 12 31 44 80 432 471 

56 480 584 7 25 13 30 41 64 419 465 

57 520 631 7 24 14 32 43 68 456 507 

58 553 664 7 25 13 31 45 72 寸88 536 

59 563 679 8 30 i 12 31 47 70 496 548 

60 617 746 9 32 12 30 55 79 541 605 

61 638 778 9 33 : 12 30 57 84 560 631 

62 641 789 11 43 11 24 62 92 557 630 

63 656 810 11 42 11 24 59 89 575 

64 646 799 12 41 11 25 59 91 564 642 

五
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戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

推移

(単位:1，OOOM. T) 

よょ¥t1951 1 1955 1460 

普高炉 2，422.61 53.11 4，576.4! 68.61 11，567.l1 75.41 22，579.91 79.0 
通
鋼平炉 1，273.31 27.91 1，099.71 16.51 1，738.51 11.31 942.41 6.8 

熱電炉 458.51 10.01 441.31 6.61 1，329.61 8.71 2，886.41 10.1 
間
圧 その他 ~=='~I ..:'~I • :~~・ 71 8.31 712.21 4.61 1，168.11 4.0 
延全国計 叩山 6，672.1 

普熱 高炉 14.7， 2.11 15.01 1.9 

間平炉 0 一一 3.~ o.a 6.~ 0.8 
再
道生電炉 6.91 4.01 1.51 26.51 3.81 22.51 2.8 

圧 その他 92.81 255.71 98.51 659.01 93.71 760.61 94.6 

鋼延 全国計 i| 100.01 259.71i100.0 703.21 199.61 804.31 100.0 

殊特 高炉 :.~I ~=.:I : .:1 ~. ~I :~~ j :~ .~I l'~:~.~1 ~~. ~ 
鋼平炉 43'~1 ::'~i .~'~I .~'~I =~='~I 1~'=1 . ~6~.01 1~.~ 
熱間 電炉 111.5' 70.31 95.71 86.71 709.61 60.71 1，211.11 47.8 

圧 その他 1.41 0.91 1.41 1.21 31.31 2.71 41.01 1.6 

延全国計 ml100 m511000! 日 9.2川日2.11100.0

鍍高炉 ~. ~I _~. ~I ~=. ~I :~'~I 8~ '~I ~:. ~I 1::. ~I ::.: 
鍋平炉 75.41 78.0: 52.71 38.31 49.31 18.11 58.71 18.3 

号電炉 9.61 9.9 27.11 19.61 72.01 26.41 89.21 27.8 

放) その他 11.41 11.81 26.41 19.11 62.41 22.91 45.61 14.2 

全国計 96.61 1o0.5; 137.91100.01 272.41100.01 321.01100.日

鋳高炉 12.61 8.51 22 ベ 54.0 

鋼平炉 46.41 31.41 22.8: 15.8 

長電炉 15.81 10.71 19.51 13.5i 32.11 8.8: 39.31 8.7 

放 その他 7:. ~I .~:':I . ~~. ~i . ~~. ~I :~~ j .~:':I ~::・ 41 73.3 
LJ  | 全函計 144……7川川叩川8司引刊仰iバJω100∞00| 凶 1叩m川0∞川0.0| お抑2口バ;1
筒高炉 122・71 33.21 344.41 63・ 7663J5061l，66241441 

平炉 108.01 29.21 =.61 ~'~I l~'~i =':1 .:.71 ~.= 
電炉 0.11 0.01 7.21 ~.5i 29.11 0.8 

その他 =3~'~1 37'~1 :OO'~I ~~'~I _ ~2 1. ~1 _47'~1 :， ~:O'~I 55.0 
管 全国計 3叫ω 546.~ 100.~ 1，5叫川!37山叩

量産生キ寸鋼B日態業(表 25)

二
五
二
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か
く
し
て
、
戦
前
の
ご
と
き
、
一
貫
メ
ー
カ
ー
、
平
炉
メ
ー
カ
ー
、
単

圧
メ
ー
カ
ー
の
並
存
基
盤
は
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。

四

資
本
集
中
形
態
と
し
て
の
「
系
列
」

鉄
鋼
独
占
資
本
は
、
独
資
政
策
の
も
と
で
圧
倒
的
優
位
の
生
産
力
と

中
小
企
業
並
の
低
賃
銀
労
働
力
を
使
用
し
、
一
方
に
お
い
て
資
本
集
積
を

(
沼
)

推
進
し
他
方
に
お
い
て
、
資
本
集
中
1
「
系
列
」
を
推
進
し
た
。

(
犯
)
「
系
列
」
は
、
「
下
請
」
と
の
関
連
、
資
本
蓄
積
と
の
関
連
で
、
重
要
な

問
題
で
あ
る
た
め
、
そ
の
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で

は
差
当
り
、
「
系
列
」
に
関
す
る
基
本
的
な
考
察
の
み
を
一
示
す
。
「
系
列
」
の
規

定
は
、
あ
え
て
分
類
す
れ
ば
、
川
商
業
資
本
(
的
)
支
配
説
、
倒
産
業
資
本
支
配

説
、
問
独
占
資
本
支
配
説
に
大
別
さ
れ
る
。

ま
ず
、
川
の
商
業
資
本
的
支
配
説
は
藤
田
敬
三
一
氏
で
あ
る
。
藤
田
敬
三
氏
は

そ
の
著
書
『
日
本
産
業
構
造
と
中
小
企
業
』
(
一
九
六
五
年
岩
波
書
底
)
で
、

企
業
「
系
列
は
問
屋
制
家
内
工
業
か
ら
下
請
制
を
経
て
い
わ
ば
そ
の
弁
証
法
的

発
展
を
遂
げ
た
生
産
面
の
外
部
か
‘
り
す
る
優
位
資
本
の
劣
位
工
業
支
配
の
最
新

の
形
態
」
(
二
八
四
ペ
ー
ジ
〉
で
あ
り
、
「
従
属
的
系
列
企
業
を
あ
く
ま
で
も
外

業
部
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
本
旨
」
(
同
二
八
=
一
ペ
ー
ジ
〉
と
す
る
「
資
本

の
相
対
的
欠
乏
と
独
禁
法
の
制
約
」
(
二
七
三
ペ
ー
ジ
)
の
た
め
に
、
戦
前
の

ご
と
き
資
本
支
配
が
容
易
に
で
き
な
い
た
め
、
発
生
す
る
「
下
請
的
な
も
の
か

ら
脱
け
出
た
ば
か
り
の
協
力
工
業
的
な
企
業
系
列
の
内
容
を
な
し
て
い
る
連
繋

か
ら
、
財
閥
的
資
本
支
配
の
一
歩
手
前
、
い
わ
ば
傍
系
的
支
配
で
あ
り
な
が
ら

財
閥
支
配
に
も
代
り
う
る
機
能
を
持
つ
連
繋
に
至
る
ま
で
の
広
汎
な
コ
ン
ツ
ェ

ル
ン
の
代
用
的
存
在
」
(
二
七
四
ペ
ー
ジ
傍
点
引
用
者
)
で
あ
り
、
「
不
完
全

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

な
資
本
支
配
」
(
二
七
三
ペ
ー
ジ
)
だ
と
さ
れ
る
。

す
な
は
ち
、
藤
田
氏
は
「
系
列
」
は
、
問
屋
制
家
内
工
業
|
下
請
制
|
系
列

と
、
い
う
問
屋
制
家
内
ヱ
業
の
系
譜
下
で
、
そ
の
最
高
の
発
展
段
階
の
も
の
で

あ
り
、
「
資
本
制
生
産
の
当
初
か
ら
独
占
資
本
主
義
に
至
る
生
産
諸
形
態
の
外

部
か
ら
寄
生
す
る
形
態
の
資
本
の
商
業
資
本
的
在
り
方
」
(
二
四
三
ペ
ー
ジ
)

で
あ
り
、
「
系
列
」
は
、
「
本
質
的
に
は
ま
す
ま
す
こ
れ
を
大
規
模
に
徹
底
的
に

守
ら
ん
と
す
る
一
使
命
を
持
っ
て
い
る
」
(
二
八
三
ペ
ー
ジ
)
も
の
だ
と
さ
れ

る
。
(
た
だ
し
、
藤
田
氏
は
、
自
己
の
「
商
業
資
本
」
「
商
業
資
本
的
」
な
る
用
語

に
つ
い
て
は
従
来
根
強
い
誤
解
が
あ
る
。
そ
の
責
任
は
、
主
と
し
て
『
中
小
工

業
の
本
質
』
(
藤
田
敬
一
ニ
、
伊
東
岱
吉
共
編
)
の
「
商
業
資
本
」
な
る
用
語
の

一
面
的
効
果
を
狙
っ
た
用
法
に
あ
る
、
と
さ
れ
、
(
二
八
ペ
ー
ジ
)
「
労
働
支
配

が
直
接
的
で
あ
る
か
関
接
的
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
資
本
充
用
に
お
け
る
産
業

資
本
的
か
商
業
資
本
的
か
の
差
異
が
生
じ
る
」
(
八
五
ペ
ー
ジ
〉
と
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
藤
田
氏
の
「
商
人
資
本
的
」
「
外
部
か
ら
す
る
支
配
」
は
、
労
働

支
配
が
間
接
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
)

藤
田
氏
の
商
人
資
本
支
配
と
い
う
規
定
は
、
資
本
主
義
発
展
の
二
つ
の
途
の

う
ち
、
上
か
ら
の
途
、
す
な
は
ち
、
商
人
資
本
の
産
業
資
本
支
配
に
よ
る
資
本

主
義
化
に
伴
う
遅
れ
た
非
近
代
的
|
前
期
的
生
産
関
係
の
独
占
資
本
主
義
の
も

と
に
お
い
て
も
の
残
存
(
「
中
小
企
業
の
従
属
の
基
本
的
形
態
」
三
三
二
ペ
ー

ジ
〉
を
強
調
し
問
時
に
、
そ
れ
の
近
代
化
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
商
人
資
本
的
支
配
を
単
に
資
本
の
労
働
力
支
配
が
間
接
的
で
あ
る
と
単
純
化

す
る
の
は
、
藤
田
氏
の
主
張
か
ら
し
て
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ωの
産
業
資
本
支
配
(
「
等
価
交
換
」
に
よ
る
支
配
)
説
は
酒
井
安
隆
氏
で

あ
る
。酒
井
安
隆
氏
(
「
い
わ
ゆ
る
『
系
列
化
』
に
つ
い
て
」
大
阪
市
立
大
学
経
済

二
五
三



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

研
究
会
可
経
済
学
雑
誌
』
第
二
七
巻
第
一
号
、
一
九
五
七
年
。
お
よ
び
『
白
本

鉄
鋼
業
論
』
一
九
五
九
年
、
日
本
評
論
新
社
一
八
八

l
一
九
九
ペ
ー
ジ
)
は
、

「
系
列
化
」
は
「
資
本
の
相
対
的
不
足
」
期
に
お
け
る
「
独
占
企
業
の
資
木
集

中
と
市
場
確
保
の
『
意
欲
』
よ
り
出
た
も
の
」
(
司
雑
誌
』
四
六
ペ
ー
ジ
〉
で
あ

り
「
独
占
的
大
企
業
に
よ
る
中
小
企
業
支
配
の
新
ら
し
い
形
態
」
門
局
、
三
七

ペ
ー
ジ
)
だ
と
規
定
さ
れ
る
。

す
な
は
ち
、
①
支
配
資
本
は
、
も
は
や
前
期
的
範
時
で
の
商
人
資
本
で
は
な

く
、
産
業
資
本
も
し
く
は
こ
れ
に
従
属
す
る
商
人
資
本
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

「
『
等
価
交
換
』
に
よ
る
支
配
|
|
市
場
に
お
け
る
実
現
の
た
め
の
支
配
ー
ー
と

い
う
形
態
が
前
珂
に
出
て
く
る
必
然
性
」
(
問
、
三
八
ペ
ー
ジ
〉
が
あ
る
と
さ

れ
る
点
。
②
「
系
列
」
は
、
収
奪
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
系
列
内
外
に
お
い
て

搾
取
の
度
を
異
に
し
、
同
種
産
業
部
門
の
全
中
小
企
業
を
系
列
に
加
え
な
い
こ

と
に
こ
そ
、
今
日
の
段
階
に
お
け
る
『
系
列
支
配
』
の
本
賓
が
存
在
し
て
い
る
」

(
同
、
一
一
一
三
ペ
ー
ジ
〉
と
し
て
お
ら
れ
る
点
が
、
酒
井
氏
の
「
系
列
」
論
の
中

枢
を
占
め
る
。

ま
ず
①
に
関
連
し
て
。
「
独
占
的
大
企
業
」
に
よ
る
中
小
企
業
支
配
の
な
か

で
、
「
等
価
交
換
」
が
諸
国
に
出
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
氏
が
、
「
系
列
」

を
独
占
的
大
企
業
に
よ
る
中
小
企
業
支
配
の
新
形
態
と
規
定
し
、
前
期
的
支
配

形
態
で
は
な
く
、
資
本
主
義
的
支
配
形
態
を
強
調
さ
れ
、
そ
の
支
配
資
本
を
独

占
資
本
で
あ
る
と
し
「
等
価
交
換
」
を
つ
う
じ
て
も
支
配
す
る
と
し
た
こ
と
は

論
理
的
に
は
独
占
資
本
を
産
業
資
本
と
規
定
す
る
こ
と
に
な
り
す
で
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
う
り
根
本
的
な
誤
り
で
あ
っ
た
ハ
小
林
義
雄
編
『
企
業
系
列
の
実

態
』
一
九
五
八
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
七
ペ
ー
ジ
)

o

さ
ら
に
、
②
に
関

連
し
て
。
(
全
中
小
企
業
を
加
え
な
い
か
ら
と
そ
、
「
系
列
」
と
い
え
る
の
で
あ

る
が
J

「
『
系
列
内
企
業
』
と
『
親
企
業
』
、
『
系
列
内
企
業
相
互
間
』
、
司
系
列

二
五
四

内
企
業
』
と
『
系
列
外
企
業
』
の
間
に
お
け
る
対
立
、
矛
盾
側
面
」
(
悶
三

0

ペ
ー
ジ
)
を
強
調
せ
ら
れ
る
が
、
「
親
企
業
」
間
の
矛
盾
は
「
系
列
」
聞
の
矛

盾
に
含
ま
れ
、
ま
た
ど
れ
が
主
要
な
矛
盾
か
あ
き
ら
か
に
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
氏
は
「
系
列
L

を
資
本
集
中
止
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
原
因
は
特

異
な
も
の
に
求
め
ら
れ
る
、
す
な
は
ち
、
氏
は
、
「
資
本
の
相
対
的
不
足
」
が

「
系
列
」
の
原
因
だ
と
し
て
お
ら
れ
る
。

「
司
段
階
的
生
産
物
生
産
部
門
』
に
属
し
、
生
産
・
技
術
工
程
が
連
続
性
を
も

ち
、
採
算
上
の
見
通
し
と
こ
れ
を
裏
付
け
る
資
本
力
が
保
証
さ
れ
て
お
れ
ば
、

全
生
産
ヱ
程
(
主
要
原
材
料
た
る
鉄
鉱
石
原
料
炭
採
取
か
ら
二
次
製
品
加
工
に

至
る
ま
で
)
を
単
一
の
企
業
に
包
括
す
る
こ
と
が
理
論
的
に
可
能
で
あ
り
、
現

に
海
外
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
形
態
を
と
る
企
業
も
存
在
す
る
の
で
あ
る

が
、
企
業
の
採
算
と
資
本
力
か
ら
み
て
、
未
だ
そ
の
よ
う
な
完
全
な
『
一
貫
体

勢
』
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
大
企
業
は
ま
ず
錦
材
品
種

に
お
い
て
『
系
列
企
業
』
と
の
聞
の
競
合
を
さ
け
、
自
ら
の
生
産
品
種
を
補
充

す
る
関
係
に
立
つ
よ
う
に
『
系
列
企
業
』
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の

カ
を
強
化
し
よ
う
と
努
め
る
。
『
生
産
系
列
』
は
ま
さ
に
か
か
る
『
資
本
の
相

対
的
不
足
』
と
い
う
段
摘
で
の
大
企
業
の
『
強
化
策
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

(
『
鉄
鋼
経
済
論
』
一
九
ニ

i
一
九
四
ペ
ー
ジ
。
傍
点
引
用
者
)
と
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
有
沢
広
己
編
『
現
代
日
本
産
業
講
座
』
も
つ
ぎ
の
よ
う

に
い
う
。
「
わ
が
国
の
鉄
鋼
独
占
体
に
と
っ
て
は
、
大
資
本
を
投
下
し
て
諸
外

周
の
よ
う
に
原
料
部
門
か
ら
加
工
部
門
ま
で
統
合
、
結
合
し
て
独
占
支
配
を
お

こ
な
い
え
な
い
基
盤
の
も
と
で
は
、
有
力
中
小
企
業
を
自
己
の
生
産
技
術
体
系

の
も
と
に
組
み
入
れ
て
そ
の
補
完
的
役
割
を
は
た
さ
せ
る
体
制
の
な
か
で
系
列

支
配
を
強
化
す
る
ほ
う
が
、
相
対
的
に
不
足
な
資
本
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
に
、
独
占
資
本
の
設
備
近
代
化
に
と
も
な
っ
て
、
た
ん
な
る
原
材
料



供
給
関
係
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
強
い
系
列
関
係
が
形
成
さ
れ
る
基
盤
が
つ
く

ら
れ
、
系
列
中
小
資
本
は
独
占
資
本
の
分
ヱ
場
的
性
格
が
付
与
さ
れ
、
戦
後
に

お
け
る
独
占
の
集
中
、
統
合
の
一
形
態
で
あ
ろ
強
い
系
列
支
配
が
確
立
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ハ
傍
点

l
引
用
者
〉
」
(
有
沢
広
己
編
集
町
現
代
日
本
産
業
講

座

E
』
二
三
八

i
九
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
九
年
、
岩
波
書
庖
)
と
、
資
本
の
「
相

対
的
不
足
」
を
、
「
系
列
一

u
「
独
占
の
集
中
、
統
合
の
一
形
態
」
確
立
の
原
因

に
し
て
お
ら
れ
る
。

「
単
一
企
業
に
包
括
」
は
、
資
本
の
集
積
に
よ
る
自
企
業
の
拡
大
、
企
業
集

中
〈
合
併
)
の
ニ
つ
あ
る
。
「
資
本
の
相
対
的
不
足
」
云
々
は
、
そ
れ
ま
で
に

集
積
さ
れ
た
資
本
で
は
一
貫
体
制
の
確
立
に
不
足
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
だ
が
「
系
列
」

H
集
中
は
、
設
備
投
資
額
と
資
本
の
相
対
的
関
係
に
よ
っ

て
資
本
が
不
足
す
る
か
ら
促
進
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
資
本
間
競
争
の
過
程

で
、
資
本
の
飛
躍
的
蓄
積
の
た
め
に
促
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
集
中
の
意
味
は

と
こ
に
あ
る
。
「
系
列
」
は
そ
の
一
形
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
酒
井
氏
の
主
張
さ
れ
た
一
一
一
矛
盾
に
は
独
立
し
て

あ
っ
か
わ
れ
な
か
っ
た
「
親
企
業
」
間
の
矛
盾
が
主
要
矛
盾
で
あ
り
、
他
の
矛

盾
は
こ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
ま
た
氏
ば
寸
系
列
」
の
形
態
を
原
材
料
系

列
、
資
金
・
経
営
系
列
、
生
底
系
列
、
設
備
・
技
術
系
列
に
類
型
化
さ
れ
、
設

備
・
技
術
系
列
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
ど
の
段
階
で
ど
の
形
態
が
支
配

的
と
な
る
か
を
規
定
す
る
の
は
「
親
企
業
」
問
の
矛
盾
で
あ
る
。

①
の
独
占
資
本
支
配
説
は
伊
藤
岱
吉
、
小
林
義
雄
、
加
藤
誠
-
氏
等
で
あ

る
。
氏
等
は
「
系
列
」
を
①
独
占
資
本
に
よ
る
非
独
占
資
本
の
支
配
、
②
独
占

資
本
相
互
の
結
合
ハ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
)
に
わ
け
ら
れ
、
そ
の
根
本
的
棺
逮
を

「
独
占
利
潤
の
収
奪
」
か
「
独
占
利
潤
の
分
割
」
に
あ
る
と
さ
れ
る
(
伊
東
岱

吉
『
中
小
企
業
論
』
、
一
九
五
七
年
。
小
林
編
前
掲
書
。
加
藤
誠
一
「
独
占
体

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

に
よ
る
中
小
企
業
の
系
列
化
」
『
経
営
技
術
』
一
九
六

O
年
三
一
月
)

す
な
は
ち
、
「
系
列
」
は
独
占
資
本
に
よ
る
非
独
占
資
本
の
支
配
で
あ
り
、

そ
の
本
質
は
、
独
自
利
潤
の
収
奪
に
あ
る
、
と
さ
札
る
。
多
少
め
相
違
は
あ
る

が
、
そ
の
後
の
「
系
列
」
論
は
ほ
ぼ
こ
の
上
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

『
現
代
日
本
産
業
構
座
』
の
著
者
の
一
人
で
あ
る
市
川
弘
勝
氏
も
「
い
わ
ゆ

る
企
業
系
列
化
L

と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
日
本
独
占
資
本
主
義
が
戦

後
大
き
く
変
化
し
た
基
盤
の
う
え
に
た
っ
て
、
独
占
資
本
を
強
化
、
発
展
さ
せ

て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
と
ら
れ
た
独
占
資
本
支
配
の
戦
後
の
新
し
い
特
徴
の
ひ

と
つ
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
鉄
鋼
業
業
に
お
け
る
企
業
系
列
化
の
進
展

も
、
鉄
銀
の
構
造
上
の
再
編
成
で
あ
り
、
独
占
の
集
中
、
結
合
の
一
側
面
を
あ

ら
わ
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
」
(
傍
点
引
用
者
)
と
「
系
列
」
化
を
「

独
占
の
集
中
、
結
合
の
一
側
面
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
戦
後
は
独
占
企

業
が
「
中
小
資
本
企
業
を
自
己
の
系
列
下
に
お
き
、
こ
れ
を
従
属
化
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
収
奪
を
強
化
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
本

と
生
産
の
集
中
の
進
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
か
え
っ
て
そ
れ
が
ゆ
え
に
こ
そ
|
|

自
工
場
の
生
産
力
の
発
展
だ
け
で
は
な
く
、
中
小
資
本
を
下
請
化
、
衛
星
工
場

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
収
奪
を
強
化
す
る
方
向
が
と
ら
れ
て
き
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
後
日
本
経
済
全
体
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
従
属
化
を
強
め
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
独
占
資
本
は
、
た
ん
に
生
産
両
に
お
け
る
労
働
者
搾
取
を

強
化
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
中
小
資
本
に
対
す
る
収
奪
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
強

め
、
最
大
限
の
利
潤
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
独
占
資
本
の
運
動
の
あ
ら
わ
れ
に

ほ
か
な
ら
な
い
」
(
同
、
一
一
二
ペ
ー
ジ
|
傍
点
引
用
者
〉
と
、
「
企
業
系
列
」

を
独
占
の
集
中
、
結
合
の
一
側
面
」
し
、
中
小
資
本
に
対
す
る
収
奪
強
化
だ
と

さ
れ
る
。

独
占
資
本
に
よ
る
中
小
資
本
の
収
奪
は
、
「
系
列
L

関
係
の
有
無
な
く
、
存

二
五
五



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

在
す
ろ
。
あ
え
て
「
系
列
」
化
す
る
の
は
、
そ
の
収
奪
を
強
化
せ
ん
が
た
め
で

あ
る
(
酒
井
氏
説
と
は
逆
)
と
さ
れ
る
の
が
、
氏
の
「
系
列
」
論
で
あ
る
。

こ
の
か
ぎ
り
で
、
中
小
企
業
は
「
系
列
」
下
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
収
十
年

対
象
・
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
見
解
は
「
系
列
」
を
収
奪
の
対

象
と
し
て
の
み
把
握
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
「
系
列
」
を
資
本
集
中
と

規
定
さ
れ
る
意
義
が
湾
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ロ

マ
ル
ク
ス
は
資
本
集
中
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
上
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
、
マ
ル
ク
ス
は
資
本
集
積
(
「
資
本
に
よ
る
資
本
の
生
産
L
)

に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。
独
自
的
、
資
本
制
的
生
皮
の
歴
由
叫
ん
的
選
礎
で
あ
る
本
源
的
蓄
積

と
区
別
さ
れ
る
「
直
接
に
蓄
積
ハ
剰
余
価
値
の
資
本
へ
の
継
続
的
再
転
化
|
引

用
者
)
に
も
と
ず
く
。
ま
た
は
む
し
ろ
蓄
積
と
同
一
物
た
る
、
こ
の
種
の
集
積

は
、
っ
き
の
二
つ
の
点
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、

l
i個
々
の

資
本
家
た
ち
の
手
に
お
け
る
社
会
的
生
産
手
段
の
漸
増
的
集
積
は
、
他
の
事
情

が
同
等
不
変
な
ら
ば
、
社
会
的
富
の
増
加
度
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
。
第

二
に
、

1
|
|
社
会
的
資
本
の
う
ち
各
特
殊
的
生
産
部
面
に
定
着
す
る
部
分
は
独

立
し
て
相
互
に
充
実
す
る
尚
品
生
走
者
と
し
て
対
立
し
あ
っ
て
い
る
多
数
の
資

本
家
た
ち
の
聞
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
蓄
積
お
よ
び
そ
れ
に
伴
な
う

集
積
が
多
く
の
点
に
分
散
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
機
能
資
本
の
増
大

が
、
新
資
本
の
形
成
と

H
資
本
の
分
裂
と
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
て
い
る
。
だ
か

ら
蓄
積
は
、
一
方
で
は
生
産
手
段
、
お
よ
び
労
働
に
た
い
す
る
指
揮
の
、
漸
増

的
集
積
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
他
方
で
は
多
数
の
個
別
的
資
本
の
栂

互
的
反
綴
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」

(
7

ル
タ
ス
『
資
本
誌
』
第
一
部
第
七
篇
第

二
三
卒
、
デ
ィ
1

ツ
版
六
五
八

t
九
ペ
ー
ジ
。
長
谷
部
訳
)
と
述
べ
て
い
る
。

す
な
は
ち
、
機
能
資
本
の
増
加
は
社
会
的
富
の
増
加
皮
と
、
新
資
本
の
形
成
、

旧
資
本
の
分
裂
に
制
限
さ
れ
、
資
本
は
よ
り
多
く
の
集
積
H
剰
余
価
極
量
の
増

二
五
六

加
を
求
め
て
競
争
し
、
相
互
的
瓦
擁
が
お
こ
る
。
(
相
互
的
反
媛
を
「
詰
資
本

へ
の
分
裂
」
の
帰
結
と
す
る
見
解
(
北
原
勇
「
資
本
の
集
積
集
中
と
分
裂
・
分

散
」
『
三
回
学
会
誌
』
五

O
巻
七
号
七

0
ペ
ー
ジ
)
は
不
充
分
で
あ
る
)

そ
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
「
相
互
的
反
投
」
に
た
い

L
て
、
反
作
用
と
し
て

資
本
「
吸
引
L

H
集
中
が
お
こ
る
と
す
る
。
す
な
は
ち
、
相
互
的
反
援
・
競
争

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
打
倒
さ
れ
た
資
木
は
、
二
部
ば
勝
利
者
の
手
に
移
行

し
、
一
部
は
滅
亡
す
る
。
そ
の
方
法
が
「
暴
力
的
方
法
」
で
あ
る
か
「
株
式
会

社
形
成
と
い
う
円
滑
な
方
法
」
で
あ
る
か
を
間
わ
ず
、
「
資
本
家
に
よ
る
資
本

家
の
収
奪
」
、
「
少
数
の
大
資
本
へ
の
多
数
の
小
資
本
の
転
化
」
が
お
こ
る
。

「
こ
の
過
程
は
す
で
に
現
存
し
て
機
能
し
つ
つ
あ
る
誇
資
本
の
配
分
の
変
一
見
だ

け
を
前
提
と
し
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
作
用
範
囲
は
社
会
的
富
の
絶
対
的
増
加

ま
た
は
蓄
積
の
絶
対
的
限
界
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
な
い
、
:
:
:
こ
れ
は
、

蓄
積
お
よ
び
集
積
と
区
別
さ
れ
る
本
来
的
集
中
で
あ
る
」
(
尚
、
六
五
九
ペ
ー

ジ
、
長
谷
部
訳
九
七
ペ
ー
ジ
)
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
よ
う
に
、
集
積
(
「
資
本
に

よ
る
資
本
の
生
虚
じ
か
ら
集
中
ハ
「
資
本
に
よ
る
資
本
の
収
奪
」
〉
へ
の
発
展

を
、
論
理
的
に
要
約
し
て
叙
述
し
て
い
る
G

こ
こ
に
あ
き
ら
か
に
、
資
本
の
集
中
過
程
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
他
の
資

本
、
中
小
資
本
の
隼
産
手
段
の
収
奪
過
程
で
あ
る
。
だ
が
、
集
中
さ
れ
た
資
本

は
、
も
は
や
、
勝
利
し
た
資
本
の
一
分
岐
で
あ
り
次
の
資
本
を
収
奪
す
る
戦
力
で

も
あ
る
。
資
本
家
に
と
っ
て
は
、
社
会
的
富
の
増
加
皮
に
制
限
さ
れ
な
い
、
資

本
の
漸
増
的
で
は
な
い
、
飛
躍
的
な
集
積
で
あ
る
集
中
は
、
勝
利
の
結
果
で
あ

る
と
と
も
に
、
勝
利
の
条
件
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
じ
て
「
自
由
競
争
は
大
規

模
生
産
を
つ
く
り
だ
し
、
小
規
模
生
産
を
駆
逐
し
、
さ
ら
に
大
規
模
生
産
量
最

大
規
模
の
生
産
に
よ
っ
て
お
き
か
え
、
生
産
と
資
本
と
の
集
積
を
、
そ
の
な
か

ら
独
占
体
1

1
す
な
は
ち
カ
ル
テ
ル
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
、
ト
ラ
ス
ト
、
お
よ



び
、
こ
れ
ら
の
も
の
と
融
合
し
て
何
千
億
の
金
を
自
由
に
し
て
い
る
一

O
ば
か

り
の
銀
行
の
資
本

l
lが
す
で
に
発
生
し
、
ま
た
現
に
発
生
し
つ
つ
あ
る
と
い

う
ほ
と
に
ま
で
み
ち
び
」
き
(
ヴ
ュ
・
ィ
・
レ
!
ニ
ン
、
『
帝
国
主
義
』
国
民
文

康
版
一
ニ
六
ペ
ー
ジ
)
自
由
競
争
は
「
自
由
競
争
の
直
接
的
な
対
立
物
ハ
傍
点

1
1引
用
者
と
で
あ
る
独
占
に
「
転
化
」
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

以
よ
の
よ
う
に
資
本
集
中
H
収
奪
は
競
争
の
な
か
で
規
定
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

「
系
列
」
を
資
本
集
中
と
規
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
関
係
の
な
か
で
ハ
独

占
資
本
聞
の
矛
盾
の
な
か
で
)
規
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
系
列
」
は
基
本
的

に
は
完
全
な
集
中
へ
の
過
渡
的
形
態
(
非
常
に
多
禄
で
あ
る
が
)
で
あ
り
、
そ

の
限
り
で
、
対
象
資
本
の
収
奪
過
程
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
第
三
の
資
本
を
集

中
収
奪
す
る
過
程
で
も
あ
る
。
「
系
列
企
業
」
の
こ
の
過
渡
的
故
の
ニ
面
的

性
格
を
把
握
す
る
と
と
が
重
要
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在

の
鉄
鋼
独
占
資
本
の
企
業
「
系
列
」
政
策
が
統
一
的
に
把
握
さ
れ
う
る
。

本
稿
で
は
差
し
当
り
、
「
系
列
」
を
以
上
の
ご
と
き
意
味
で
の
、
独
占
資
本

に
よ
る
中
小
資
本
集
中
の
過
渡
的
形
態
と
し
て
考
察
を
す
す
め
る
。
(
こ
と
で

は
独
占
聞
の
「
系
列
」
は
考
察
の
対
象
外
と
し
た
)

戦
後
日
本
鉄
鋼
独
占
資
本
は
、
製
銑
、
製
鋼
、
圧
廷
の
、
一
骨
貝
体
制
拡

充
・
確
立
を
目
的
に
国
家
独
占
資
本
主
義
政
策
、
「
日
米
経
済
協
力
」
の

ラ
イ
ン
で
設
備
投
資
を
お
こ
な
い
、
競
争
を
展
開
し
て
き
た
。

日
鉄
の
解
体
後
、
一
九
五

O
年
、
関
西
平
炉
三
主
で
あ
る
住
友
金
属
は

消
費
銑
鉄
の
四

0
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
八
幡
製
鉄
か
ら
、
五
九
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
を
富
士
製
鉄
か
ら
供
給
さ
れ
、
川
崎
製
鉄
は
、
富
士
製
鉄
か
ら
九

一・

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
日
本
鋼
管
か
ら
九
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
供
給
さ

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

れ
、
神
戸
製
鋼
は
、
富
士
か
ら
八
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
日
本
鋼
管
か
、
り

(
お
)

一
0
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
供
給
さ
れ
て
い
た
。
独
占
問
の
競
争
は
、
こ
れ

ら
関
西
平
炉
コ
一
社
が
、
高
炉
を
建
設
す
る
か
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
を
集
中
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
激
化
し
た
。

ハ
刊
叫
)
石
川
邦
男
、
前
掲
書
、
二
七

0
ペ
ー
ジ
。

関
西
平
炉
一
一
一
社
の
一
貫
体
制
確
立
に
よ
っ
て
、
独
占
資
本
間
で
独
占
品

種
の
い
わ
ゆ
る
「
食
い
つ
ぶ
し
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
重
軌
条
、
鋼
矢

板
、
広
巾
帯
銅
は
八
幡
の
独
占
で
あ
っ
た
が
、
重
軌
条
に
富
士
鉄
と
子
会

社
大
鉄
工
業
、
銅
矢
板
に
宮
士
鉄
、
日
本
鋼
管
、
川
崎
製
鉄
が
、
広
巾
帯

銅
に
富
士
鉄
、
日
本
剣
管
、
川
崎
製
鉄
、
住
友
金
属
、
日
新
製
鉄
が
参
入

し
た
。
這
気
鋼
板
(
け
い
素
剣
板
)
は
八
Mmと
川
鉄
の
独
占
品
日
で
め
っ

た
が
、
中
山
製
鋼
い
か
参
加
し
た
。
ブ
リ
キ
は
八
幡
と
束
洋
鋼
板
の
二
社
独

占
で
あ
っ
た
が
富
士
製
鉄
、
日
本
鋼
管
、
神
戸
製
鉄
、
東
海
製
鉄
が
参

加
、
亜
鉛
鉄
板
は
日
本
鋼
管
、
川
崎
製
鉄
、
中
山
製
鋼
、
さ
ら
に
中
小
メ

ー
カ
ー
で
生
産
し
て
い
た
が
、
八
幡
製
鉄
、
富
士
製
鉄
、
東
海
製
鉄
、
住

友
金
属
、
円
新
製
鋼
な
ど
が
参
入
し
た
。

独
占
資
本
に
よ
る
中
小
資
本
の
駆
遂
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
製
鋼
工
程
へ

の
L
D
転
炉
の
採
用
が
平
炉
メ
ー
カ
ー
を
駆
遂
し
た
ご
と
く
、
新
設
圧
延

設
備
の
採
用
に
よ
り
中
小
圧
延
メ
ー
カ
ー
は
大
き
な
打
撃
皆
、
つ
け
た
。
戦

後
圧
延
能
力
を
高
め
た
代
表
的
な
も
の
は
ホ
ッ
ト
ス
ト
リ
ッ
プ
ミ
ル
、
コ

ー
ル
ド
ス
ト
リ
ッ
プ
ミ
ル
の
導
入
で
あ
る
。
ホ
ッ
ト
ス
ト
リ
ッ
プ
ミ
ル
の

能
か
(
六
九
年
の
対
五
九
年
比
)
は
二
三
倍
、
コ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ッ
プ
ミ

ル
の
能
力
は
一
四
倍
と
増
加
し
た
。
こ
れ
に
比
し
、
鋭
管
は
六
倍
、
大
形

二
五
七



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

八
倍
、
厚
板
は
五
倍
で
あ
っ
た
。
如
何
に
ス
ト
リ
ッ
プ
ミ
ル
が
重
視
さ
れ

た
か
、
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
鉄
鋼
材
の
市
場
構
造
は
、
資
本
主
義
の
発

さ
段
階
、
重
工
業
化
の
段
階
に
照
応
す
る
。
戦
後
、
ス
ト
リ
ッ
プ
ミ
ル
の

導
入
は
造
船
原
料
と
し
て
の
厚
板
、
自
動
卒
原
料
の
薄
板
需
要
の
増
加
に

照
応
し
た
の
で
あ
る
。

薄
鋼
板
は
、
従
来
、
重
筋
労
働
と
高
度
の
手
工
的
技
術
を
必
要
と
す
る

プ
ル
オ
ー
バ
ー
ミ
ル
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
、
捧
鋼
に
つ
い
て
多
数
の
中
小

メ
i
ρ
ー
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
誕
生
定
性
の
ス
ト
リ
ッ
プ
ミ

ル
の
導
入
に
よ
っ
て
、
プ
ル
オ
ー
バ
ー
ミ
ル
は
駆
遂
さ
れ
た
。
熱
間
薄
板

圧
延
能
力
は
、
五
五
年
の
一
四
八
万
ト
ン
ハ
一
三
二
基
)
か
ら
、
六
九
年

に
は
四

O
万
ト
ン
(
二
三
基
)
へ
と
減
少
し
た
。

従
来
プ
ル
オ
ー
バ
ー
ミ
ル
に
よ
っ
て
薄
板
を
圧
延
し
て
い
た
単
圧
メ
!

力

l
は
レ
バ

i
シ
ン
グ
ミ
ル
の
設
置
に
よ
る
大
企
業
の
つ
分
工
場
化
)
か

ス
ト
リ
ッ
プ
ミ
ル
で
は
生
産
不
可
能
な
極
北
博
物
(
二
三
番
以
下
)
へ
の
転

換
を
せ
ま
ら
れ
た

ホ
ッ
ト
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
は
六
九
年
末
に
一
七
基
、
う
ち
大
手
六
社

が
一
五
基
を
所
有
し
、
他
の
二
基
を
H
新
製
銃
(
旧
八
幡
製
鉄
系
列
)
な

ど
が
所
有
し
て
い
る
。

コ
ー
ル
ド
・
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
六
二
基
中
、
大
手
六
社
が
二
五
基
を

所
有
し
て
お
り
、
後
は
日
新
製
鋼
(
旧
八
幡
系
列
)
、
日
本
冶
金
(
同
)
、

太
平
洋
製
鋼
(
旧
富
士
製
鉄
系
)
な
ど
大
手
系
列
メ
ー
カ
ー
が
所
有
し
て

い
る
。、
ブ
リ
キ
部
門
で
も
、
八
幡
、
富
士
鉄
、
日
本
鋼
管
、
川
崎
製
鉄
、
東
洋

二
五
八

鋼
板
な
ど
が
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
か
ら
一
貫
作
業
で
電
気
メ
ッ
キ
を
お
こ

な
う
体
制
を
確
立
し
上
記
主
社
で
九
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
(
六
九
年
)
を

占
め
、
中
小
単
板
メ
ッ
キ
専
門
メ
ー
カ
ー
を
駆
遂
し
た
。

亜
鉛
鉄
板
部
門
で
も
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
か
ら
電
気
亜
鉛
メ
ッ
キ
工
程

ま
で
の
一
貫
作
業
体
制
が
確
立
し
、
全
生
産
量
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
(
六

七
年
)
を
坐
産
し
小
苓
細
規
模
の
ド
ブ
漬
メ
ッ
キ
専
業
者
を
駆
遂
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
生
産
技
術
の
発
達
は
、
中
小
企
業
の
存
立
基
盤
を
縮
少
し

て
き
た
。

円

M
吋
)
政
治
経
済
研
究
所
『
日
本
の
鉄
鋼
業
』
一
一
一
一
t
i
一
一
-
二
ペ
ー
ジ
。

大
手
高
炉
メ
ー
カ
ー
は
競
争
過
程
で
、
一
貫
体
制
確
立
の
た
め
に
資
本

集
中
日
一
系
列
」
化
を
推
進
し
た
。

大
手
高
炉
メ
ー
カ
ー
は
、
鋼
材
主
要
品
種
の
う
ち
、
自
社
の
市
場
占
拠

率
の
低
い
も
の
は
、
中
形
形
鋼
、
み
が
き
帝
鋼
、
特
殊
鋼
な
ど
で
あ
る
が

こ
れ
は
系
列
企
業
が
生
産
し
て
い
る
。

「
系
列
」
企
業
の
労
働
者
の
低
賃
銀
が
、
独
占
資
本
に
と
っ
て
一
つ
の

利
点
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
さ
ら
に
、
低
賃
銀
を
基
盤

に
、
「
合
理
化
」
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
、
貿
易
、
資
本
の
自
由
化
が
実
施
に
う
つ
さ
れ
た
六

O
年
時
、

富
士
製
鉄
の
系
列
企
業
方
針
は
「
現
在
の
よ
う
な
き
び
し
い
経
済
の
も
と

で
は
守
粒
よ
り
の
精
鋭
企
業
を
育
て
て
、
そ
の
活
動
も
富
士
グ
ル
ー
プ
と

し
て
の
機
能
を
無
駄
な
く
発
拝
す
る
方
法
を
と
り
・
・
・
・
あ
く
ま
で
自
力
で

体
質
改
善
を
は
か
り
、
同
業
他
社
の
は
げ
し
い
競
争
に
耐
え
う
る
力
を
も

(
町
山

u

っ
て
も
ら
う
(
傍
点
引
用
者
と
と
し
て
お
り
、
ま
だ
、
大
手
各
私
の



%) 

大手高炉会社 大手系列会社 計
品種

重 軌 条 86.3 3.8 90.2 

鋼 矢 板 97.9 1.2 99.1 

大形形鋼 82.8 11.8 94.6 

中形形銅 0.0 56.4 56.4 

小形棒鋼 14.9 12.5 27.4 

普通線材 71.3 17.5 88.8 

厚 板 89.8 5.0 94.8 

中 板 77.3 16.8 94.1 

薄 板 83.9 16.0 99.9 

広幅帯鋼 94.3 5.7 100.0 

帯 鋼 81.4 1.5 82.9 

冷延広幅帯鏑 80.1 17.7 97.8 

冷延鋼板 70.9 24.0 94.9 

冷延電気帯鋼 98.7 0.0 98.7 

みがき帯銅 3.2 78.3 81.5 

普通鋼鋼管 59.3 15.6 75.0 

ブ キ 69.7 29.2 98.9 

亜鈴鉄板 52.5 34.3 86.8 

構造用合金銅 46.5 48.8 95.3 

構造用産業銅 67.3 24.8 92.1 

，、. ネ 鋼 31.0 64.0 95.0 

ステンレス鋼 42.3 43.1 85.4 

干上高抗張力銅 89.2 2.9 92.1 

軸 受 銅 3.7 ... 

(半イ立(69年〉鋼材主要品種別生産シェアー(表 26)

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

鉄鋼労連『鉄鋼労働ハンドブック』より作成二
五
九



企業系列別賃銀格差〔表 27)

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

名

l 円勿
/¥ 申書 製 鉄 274.6(100) 士 製 鉄 I287.7(叩
日 新 集! 鍋 227.8C 83) 同 鋼 似 251.3C 87) 

大 阪 製 鋼 i 247.3 C 90) 土 大 同 製 剣 192.8C67) 

/¥ 大 谷 重 工 171.0 C 62) 製 山陽特殊製鋼 I1i5.4C 61) 
東 海 鋪 言迄 176.6 C 64) 

鉄 東北特殊鍋|山

東 洋 鋼 銀 241. 7 ( 88) 神戸鋳鉄 249.0C86) 
幡
淀 )Ij 製 鏑 194.5 C 71) 

八 幡 鋼 管 194.4 C 71) 日 日 本 鋼 管 2857(100)

製 本 中 山 錦 '* . 209.2( 73) 
日亜鋼業 204.9( 74) 鋼 土 佐 電 気 |m7(お
大和工業 180.6C 66) 管 日 本 鋳 造 221.8(77) 

鉄 愛知製鋼 168.1C 61) 

多プ在と 製 鋼 208.9 ( 76) 住 住 友 金 属 245.6(100) 
特 妹 製 鋼 193.2 ( 70) 日本ステンレス 192.8( 78) 
日本特殊鋼 215.7 ( 78) 金 中 央 ~ 気 187.6( 76) 

業
，，_ 
i乙|系列|時間当定期

給与総額
名業F人

目二[… 

二
六

O
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競
争
激
化
は
、
大
手
他
社
に
対
抗
す
る
に
は
、
系
列
専
門
メ
ー
カ
ー
で
は

十
分
で
な
く
、
む
し
ろ
量
産
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
品
種
に
つ
い
て
は
、
自
社

生
崖
も
し
く
は
一
部
優
良
系
列
企
業
に
集
中
し
、
他
の
系
列
メ
ー
カ
ー

に
対
し
て
は
大
手
他
社
と
鈍
争
し
な
い
、
少
量
品
種
や
二
次
加
工
部
門
へ

(

叩

叫

)

転
換
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
向
に
あ
る
(
傍
点
引
用
者
こ
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
た
め
「
系
列
」
企
業
の
合
理
化
を
推
進
す
る
。
八
幡
に
よ
る
東
海

鏑
業
の
不
採
算
部
門
の
切
り
捨
て
、
品
種
転
換
、
工
場
閉
鎖
、
人
員
整
理

強
要
。
ト
ピ
!
の
平
電
炉
閉
鎖
、
八
幡
の
原
料
供
給
を
、
つ
け
て
の
自
動
車

部
品
、
鉄
骨
橋
架
部
門
強
化
。
日
曹
の
厚
板
、
捧
銅
の
生
産
中
止
、
一
二

O

O
名
首
切
り
、
機
械
加
工
、
特
殊
鋳
鋼
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
大
手
の
設

備
拡
充
は
「
系
列
」
企
業
に
生
産
品
種
の
転
換
を
せ
ま
る
。
た
と
え
ば
、

日
本
鋼
管
福
山
工
場
の
厚
板
ミ
ル
建
設
に
よ
り
、
鋼
管
系
列
の
福
山
製
鉄

所
は
厚
板
部
門
を
閉
鎖
し
、
千
葉
に
、
ス
パ
イ
ラ
ル
鋼
管
と
条
鋼
工
場
を

建
設
(
同
時
に

H
本
鋼
管
は
京
浜
工
場
の
旧
式
ミ
ル
廃
却
)
。
大
阪
製
鋼

は
八
幡
の
企
業
診
断
念
受
け
て
、
八
幡
へ
接
近
、
六
五
年
一
一
月
三
九
名

人
員
整
理
、
六
六
年
一
月
二
六
六
名
首
切
り
、
九
月
に
四
八
名
首
切
り
。

中
部
鋼
板
も
六

0
0
名
首
切
り
。

そ
し
て
、
資
本
集
中
の
意
味
が
悪
く
な
れ
ば
、
企
業
閉
鎖
を
お
と
な

う
。
し
た
が
っ
て
、
「
系
列
」
は
「
過
渡
的
」
で
あ
り
不
安
定
で
あ
る
。

旧
八
幡
製
鉄
の
持
殊
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
の
有
明
製
鉄
(
熊
本
)
の
閉
鎖

中
津
鏑
板
(
大
分
〉
の
企
業
解
散
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。

ハ
お
〉
総
評
『
資
料
・
金
属
機
械
』

(
Z
0
・3

一
一
二
ペ
ー
ジ



(

町

四

)

同

2
0
・
P
四
三
ペ
ー
ジ

「
系
列
」
親
企
業
は
鉄
鋼
独
占
資
本
の
み
で
は
な
く
、
小
規
模
企
業
に

た
い
し
て
は
商
社
・
問
屋
が
資
本
参
加
、
人
的
派
遣
な
ど
で
経
営
参
加
し

て
い
る
。
兼
松
|
船
橋
製
鋼
(
従
業
員
三
三
四
名
)
、
埼
玉
製
鉄
(
六
七

名
〉
。
丸
紅
飯
田

i
日
伸
製
鋼
(
八
二
六
名
)
、
土
佐
電
気
製
鋼
(
三
四
七

名
)
な
ど
。
大
倉
商
事
|
武
蔵
製
鋼
(
九
一
名
〉
な
ど
。
日
綿
実
業
l
大

径
鋼
管
(
新
日
鉄
系
列
)
、
東
部
製
鉄
(
一
六
四
名
)
。
外
に
商
事
、
山
右

(
幻
)

井
、
日
商
、
伊
藤
忠
、
安
宅
、
な
ど
十
数
社
が
経
営
参
加
し
て
い
る
。

(
幻
)
鉄
鋼
新
聞
社
『
鉄
鋼
年
鑑
』
一
九
六
五
年
版
三
六
一
ニ
ー
ー
四
ペ
ー
ジ
。

従
業
員
数
は
『
製
鉄
業
参
考
資
料
』
一
九
六
四
年
版
。

中
小
規
模
鉄
鋼
企
業
は
以
上
の
ご
と
く
、
独
占
鉄
鋼
企
業
ま
た
は
商
社

の
「
系
列
」
下
に
あ
り
、
「
資
本
集
中
の
た
め
の
老
大
な
社
会
機
構
」
で

あ
る
銀
行
と
の
結
合
度
は
低
い
。
こ
れ
を
持
株
率
で
み
る
に
一
部
上
場
企

業
三

O
社
中
持
株
第
一
位
が
銀
行
で
あ
る
企
業
は
栗
本
鉄
鋼
所
(
資
本
金

三
二
億
円
)
|
富
士
銀
行
。
日
本
製
鋼
所
(
一
二
五
億
円

)
l一
二
井
銀
行

の
み
で
、
二
位
の
企
業
は
日
新
製
鋼
(
一
位
新
日
鉄
)
一
二
和
銀
行
。
大

同
製
鋼
(
一
位
同
)
|
興
業
銀
行
。
日
本
金
属
工
業
(
一
位
日
本
鉱
業
)

|
大
和
銀
行
。
日
本
高
周
波
鋼
業
(
一
位
神
戸
製
鋼
)
|
勧
業
銀
行
な
ど

で
あ
り
、
一
部
以
外
市
場
上
場
企
業
で
銀
行
持
株
第
一
位
は
国
光
製
鋼

i

東
海
銀
行
、
二
位
は
大
和
製
鋼

i
東
海
銀
行
な
ど
数
社
で
あ
る
。
こ
れ
に

た
い
し
て
、
旧
八
幡
製
鉄
の
最
高
株
主
は
興
業
銀
行
(
持
株
比
率
二
・
七

%
)
、
二
位
富
士
銀
行
(
一
了
一
〉
。
旧
富
士
製
鉄
は
明
治
生
命
全

7
0

M
m
)

、
興
業
銀
行
(
一
了
七
%
〉
。
川
崎
製
鉄
は
第
一
銀
行
会
了
七
〉
、

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

日
本
生
命
全
一
・
七
銘
)
。
日
本
鋼
管
は
富
士
銀
行
(
一
一
了
五
勿
)
、
第
一

生
命
(
一
一
了
二
%
)
。
住
友
金
属
工
業
は
住
友
銀
行
(
六
・

O
M〉
、
住
友

信
託
〈
四
・
二

M
V
神
戸
製
鋼
所
は
三
和
銀
行
(
一
一
了
九
〉
、
第
一
銀
行

会
一
・
九
%
)
と
銀
行
と
の
結
合
が
非
常
に
強
い
(
経
済
調
査
協
会
『
系
列

の
研
究
』
一
九
六
九
年
版
〉
。
「
生
産
の
集
積
、
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
独
占
、

銀
行
と
産
業
と
の
融
合
あ
る
い
は
癒
着
、

l
l
こ
れ
ら
の
点
に
、
金
融
資

本
の
発
生
史
と
金
融
資
本
の
概
念
の
内
容
が
あ
る
」
(
レ

l
ニ
ン
〉
と
い

う
規
定
に
妥
当
す
る
鉄
鋼
企
業
は
大
子
高
炉
メ
ー
カ
ー
の
み
で
あ
り
、
そ

の
他
は
、
「
独
占
と
そ
の
抑
圧
と
そ
の
専
横
と
に
服
し
な
い
」
な
ら
ば
「
現

在
最
新
の
、
文
明
的
な
闘
争
方
法
」
と
国
独
資
政
策
に
よ
っ
て
独
占
者
に

し
め
こ
ろ
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

お

わ

り

に

戦
後
日
本
資
本
主
義
は
原
料
、
資
源
、
資
本
、
市
場
な
ど
の
矛
盾
を
、

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
一
環
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
弥
縫
し
て
き

た
。
鉄
鋼
業
も
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
下
の
国
独
資
政
策
、
日
米
経
済
協
力

路
線
の
枠
の
中
で
、
労
働
者
、
農
民
、
中
小
企
業
者
を
収
奪
し
、
ま
た
、
生

産
過
程
に
お
い
て
も
、
下
請
企
業
労
働
者
(
本
工
・
臨
時
エ
〉
を
中
心
と

す
る
低
賃
銀
労
働
者
を
搾
取
し
て
発
達
し
て
き
た
。
同
時
に
、
本
来
「
労

働
の
社
会
化
」
に
と
も
な
っ
て
発
展
す
る
、
労
働
者
の
階
級
意
識
と
団
結
力

を
、
一
一
雇
用
形
態
(
親
企
業
労
働
者
(
本
ヱ
・
臨
時
工
)
、
下
請
(
孫
請
〉

企
業
労
働
者
(
本
工
・
臨
時
工
)
、
親
企
業
労
働
組
合
に
よ
る
下
請
企
業

労
働
組
合
の
支
配
、
身
分
格
差
、
賃
銀
格
差
)
を
利
用
し
て
分
散
さ
せ
て

一一六



戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

一一六

き
た
。
生
崖
力
の
発
達
に
と
も
な
う
矛
震
|
過
剰
生
産
は
、
行
政
指
導
に

よ
る
操
短
、
設
備
調
整
な
ど
と
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
輸
出
市
場
の

拡
大
に
よ
っ
て
弥
縫
し
て
き
た
。
戦
後
、
日
本
鉄
鋼
業
の
特
色
の
一
つ
は

大
子
高
炉
メ
ー
カ
ー
聞
の
競
争
で
あ
る
。
だ
が
数
往
の
溺
定
は
容
易
で
あ

る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
鉄
鋼
輸
出
心
場
を
拡
大
し
た
が
、
同
時
に
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
を
主
因
と
す
る
、
ア
メ
リ
カ
国
際
収
支
の
惑
化
に
伴
う
輸
入
制
限

は
協
定
の
必
要
性
を
高
め
た
。
新
日
本
製
鉄
の
設
立
は
協
定
を
容
易
な
ら

し
め
る
。
「
他
社
も
追
随
」
と
い
う
報
道
の
う
ら
に
地
下
力
ル
テ
ル
の
存

在
を
否
定
で
き
な
い
。

〈
一
九
七
一
・
九
・
一
三
)




